
学期／Semester
2025年度／Academic Year　3クォ
ーター／Third Quarter

曜日・校時／Day・Period水／Wed 3, 水／Wed 4

2025/09/29～2025/11/26開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

選択／elective 2.0/2.0/2.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0546000120250546000101

科目ナンバリングコード／Numbering code

授業科目名／Course title
●論理的に書く・話す・考える(社会連携・キャリア教育関連科目)／Think, Speak, and Write
Logically

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

當山　明華／Toyama Sayaka, 岡田　佳子／Okada Yoshiko

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

當山　明華／Toyama Sayaka

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

當山　明華／Toyama Sayaka, 岡田　佳子／Okada Yoshiko

社会連携・キャリア教育関連科目, 総合科学科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 講義／Lecture対象年次／Intended year

教養教育A棟12／RoomA-12教室／Class room

全学生対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

s-toyama▲nagasaki-u.ac.jp（メールを送信する際は▲を@に変更して送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

教育開発推進機構アドミッションセンター担当教員研究室/Office

095-819-2115担当教員TEL/Tel

メールにて予約担当教員オフィスアワー/Office hours

本科目は「コミュニケーション基礎講座」の選択科目として、大学や社会でのコミュニケーション
に必要とされる基礎能力の育成をめざします。
皆さんは大学や社会で求められるコミュニケーション能力とはどのようなものだと思いますか？大
学や実社会では問題に対して一つの正答があるとは必ずしも限りませんし、回答が複数あることも
数多くあります。そのため、大学以降では問題の要点を理解・判断したうえで、自分が考えた意見
を人に伝えたり、自分と異なる意見を持った相手とも関係を構築するなどといったコミュニケーシ
ョンのための様々な能力が求められます。
この科目では，日本語の「読み」「書き」を中心に，プレゼンテーションやディスカッション等の
基礎的な技能を高め、大学や社会で求められるコミュニケーション能力を全体的に高めていくこと
をめざします。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

(1)与えられた情報の要点を理解し、要約することができる【本質理解】
(2)調べたいテーマについて適切な方法で資料検索・調査ができる【情報収集】
(3)正しい引用、注記方法を用いて論理的なレポートが書ける【計画立案力】
(4)人の発表や意見を聞いたうえで、自分の意見をまとめ、述べられる【役割理解】
(5)建設的かつ創造的に議論ができる【意見の調整・原因追究】
(6)ものの見方，考え方には多様性があることを理解する【課題発見力】
(7)自分自身で学習の習得状況を確認・分析・評価することができる【メタ認知】

授業到達目標/Course goals

□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　■多様性の理解／Understanding
Diversity　□主体性／Autonomy　■協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability
to exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

成績評価は，課題およびリフレクションペーパーの評価で行います。課題７０点，リフレクション
ペーパー３０点の合計１００点での評価を行います。
また，下記の条件を全て満たした方のみを評価対象とします。
・出席は８回以上（リフレクションペーパーの提出）
・最終課題以外の課題提出は５回以上
・最終課題の提出
（課題については，期限外の提出は認めません）

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation



詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson

各回とも，テーマに沿ったワークまたはグループ・ディスカッションをもとに学修を深め、理解を
確実なものにするために，適宜復習とレポートの提出を求めます（事前・事後各２h）。

事前、事後学修の内容/Preparation & Review

読解力、論理的思考、批判的思考、情報リテラシー、ライティング、ディスカッションキーワード/Keywords

教科書は指定しません。参考資料等は授業のなかで随時配布・提示します。教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では、全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため、修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては、担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006 （FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

この授業はすべて対面での実施となります。
全回出席が可能なこと。集中して授業や課題に取り組むこと。自分の言動に責任を持てることを求
めます。
教員からの指示がない限り，授業中のＰＣおよびスマートフォンの使用は不可とします。

備考/Remarks

この科目では読み書きを中心としたコミュニケーション能力を実践的に育成していくため、授業外
での学修や課題、調査の比重が大きいです。受講を希望する人はその点に留意して参加して下さい
。

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

オリエンテーション，ライティングの基礎を学ぶ【対面】／當山第1回

オリエンテーション，ライティングの基礎を学ぶ【対面】／岡田第2回

論理的な表現とは，レポートの書き方を学ぶ（１）【対面】／岡田第3回

論理的な表現とは，レポートの書き方を学ぶ（２）【対面】／岡田第4回

論理的な表現とは，レポートの書き方を学ぶ（３）【対面】／岡田第5回

コミュニケーションスキルについて【対面】／岡田第6回

ディスカッション・プレゼンテーションの基本（１）【対面】／岡田第7回

ディスカッション・プレゼンテーションの基本（２）【対面】／岡田第8回

論理的とは（１）【対面】／當山第9回

論理的とは（２）【対面】／當山第10回

思考力について学ぶ（１）【対面】／當山第11回

思考力について学ぶ（２）【対面】／當山第12回

思考力について学ぶ（３）【対面】／當山第13回

思考力について学ぶ（４）【対面】／當山第14回

まとめと振り返り【対面】／當山第15回



学期／Semester
2025年度／Academic Year　前期
／First Semester

曜日・校時／Day・Period水／Wed 4

2025/04/01～2025/09/28開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

選択／elective 2.0/2.0/2.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0569000720250569000701

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEOC 11311_001

授業科目名／Course title ●解放講座(社会連携・キャリア教育関連科目)／On Social Leveling

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

岩川　克行／Iwakawa Katsuyuki

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

岩川　克行／Iwakawa Katsuyuki

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

岩川　克行／Iwakawa Katsuyuki

Ａ科目群　総合科目, 社会連携・キャリア教育関連科目, 総合科学科目, 自由選択科目, 総合科学
科目, 選択科目, 全学モジュールⅠ科目

科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 講義／Lecture対象年次／Intended year

教養教育A棟42／RoomA-42教室／Class room

全学生対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

iwag9802▲gmail.com(メールを送信する際は▲を＠に置き換えて送信してください)担当教員Eメールアドレス/E-mail address

非常勤講師控室担当教員研究室/Office

担当教員TEL/Tel

事前にアポイントメントを取ってください。担当教員オフィスアワー/Office hours

21世紀は人権の世紀と言われる。本講座は、人権の意味を正しく理解し、部落問題をはじめとする
個別の人権課題や「スポーツと人権」、「ビジネスと人権」等の課題について学ぶことを通して、
人権が確立された社会づくりに必要な知識・態度・スキルを獲得することを目的とする。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

①学習を通じて、人権とは何か、人権教育・啓発がなぜ必要か等を理解し説明できるようになる。
②個別の人権課題についての問題や課題を知り、概要を説明できるようになる。
③人権が確立された社会のために、自分の日常生活や社会生活において行動目標を設定し、意識化
・行動化ができるようになる。

授業到達目標/Course goals

□汎用的能力／Generic Competence　■倫理観／Ethics　■多様性の理解／Understanding
Diversity　□主体性／Autonomy　□協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability
to exchange ideas　■国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

授業レポート（60％）、最終レポート（40％）成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson

関連する記事、情報、書籍等にふれる(4ｈ)事前、事後学修の内容/Preparation & Review

知識・態度・スキル・行動キーワード/Keywords

授業ごとの資料を配付します。教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では、全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため、修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては、担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)



基本的には対面形式で実施しますが、状況や内容によってはオンライン形式（リアルタイム・オン
デマンド）で実施する場合もあります。変更については、事前にLACSで連絡します。

備考/Remarks

現代の情報化社会においては、特にネット上には様々な情報が飛び交い、フェイク情報やニュース
が問題となっており、情報の真偽を見極める力が必要とされます。特に人権問題については、正確
な知識と判断する力が求められます。授業を通してこのような力を身につけてほしいと思います。

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

・オリエンテーション
・人権に関する意識調査①

第1回

・人権とは何か第2回

・人権を取り巻く諸情勢について第3回

・スポーツと人権について
・ビジネスと人権について

第4回

・部落問題（同和問題）に関する人権課題について第5回

・子どもに関する人権課題・人権保育について
・女性に関する人権課題について

第6回

・高齢者に関する人権課題について
・性的少数者に関する人権課題について

第7回

・外国人に関する人権課題について
・ハンセン病回復者・HIV感染者等に関する人権課題について

第8回

・労働者に関する人権課題・進路保障の課題について
・インターネットに関する人権課題について

第9回

・アイヌの人々に関する人権課題について
・被爆者に関する人権課題について

第10回

・見た目問題に関する人権課題について
・犯罪被害者に関する人権課題について
・刑を終えて出所した人たちに関する人権課題について

第11回

・コロナウイルス感染症に関する人権課題について
・島差別に関する人権課題について
・人権課題解決に関する最近のキーワードについて

第12回

・人権課題の解決に向けたプログラムについて①第13回

・人権課題の解決に向けたプログラムについて②
・人権に関する意識調査②

第14回

・まとめ第15回



学期／Semester
2025年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period水／Wed 4

2025/09/29～2026/03/31開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

選択／elective 2.0/2.0/2.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0569000720250569000702

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEOC 11311_001

授業科目名／Course title ●解放講座(社会連携・キャリア教育関連科目)／On Social Leveling

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

岩川　克行／Iwakawa Katsuyuki

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

岩川　克行／Iwakawa Katsuyuki

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

岩川　克行／Iwakawa Katsuyuki

Ａ科目群　総合科目, 社会連携・キャリア教育関連科目, 総合科学科目, 自由選択科目, 総合科学
科目, 選択科目, 全学モジュールⅠ科目

科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 講義／Lecture対象年次／Intended year

教養教育A棟23／RoomA-23教室／Class room

全学生対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

iwag9802▲gmail.com(メールを送信する際は▲を＠に置き換えて送信してください)担当教員Eメールアドレス/E-mail address

非常勤講師控室担当教員研究室/Office

担当教員TEL/Tel

担当教員オフィスアワー/Office hours

21世紀は人権の世紀と言われる。本講座は、人権の意味を正しく理解し、部落問題をはじめとする
個別の人権課題や「スポーツと人権」、「ビジネスと人権」等の課題について学ぶことを通して、
人権が確立された社会づくりに必要な知識・態度・スキルを獲得することを目的とする。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

①学習を通じて、人権とは何か、人権教育・啓発がなぜ必要か等を理解し説明できるようになる。
②個別の人権課題についての問題や課題を知り、概要を説明できるようになる。
③人権が確立された社会のために、自分の日常生活や社会生活において行動目標を設定し、意識化
・行動化ができるようになる。

授業到達目標/Course goals

□汎用的能力／Generic Competence　■倫理観／Ethics　■多様性の理解／Understanding
Diversity　□主体性／Autonomy　□協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability
to exchange ideas　■国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

授業レポート（60％）、最終レポート（40％）成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson

関連する記事、情報、書籍等にふれる(4ｈ)事前、事後学修の内容/Preparation & Review

知識・態度・スキル・行動キーワード/Keywords

授業ごとの資料を配付します。教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では、全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため、修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては、担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)



基本的には対面形式で実施しますが、状況や内容によってはオンライン形式（リアルタイム・オン
デマンド）で実施する場合もあります。変更については、事前にLACSで連絡します。

備考/Remarks

現代の情報化社会においては、特にネット上には様々な情報が飛び交い、フェイク情報やニュース
が問題となっており、情報の真偽を見極める力が必要とされます。特に人権問題については、正確
な知識と判断する力が求められます。授業を通してこのような力を身につけてほしいと思います。

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

・オリエンテーション
・人権に関する意識調査①第1回

・人権とは何か
第2回

・人権を取り巻く諸情勢について
第3回

・スポーツと人権について
・ビジネスと人権について第4回

・部落問題（同和問題）に関する人権課題について
第5回

・子どもに関する人権課題・人権保育について
・女性に関する人権課題について第6回

・高齢者に関する人権課題について
・性的少数者に関する人権課題について第7回

・外国人に関する人権課題について
・ハンセン病回復者・HIV感染者等に関する人権課題について第8回

・労働者に関する人権課題・進路保障の課題について
・インターネットに関する人権課題について第9回

・アイヌの人々に関する人権課題について
・被爆者に関する人権課題について第10回

・見た目問題に関する人権課題について
・犯罪被害者に関する人権課題について
・刑を終えて出所した人たちに関する人権課題について

第11回

・コロナウイルス感染症に関する人権課題について
・島差別に関する人権課題について
・人権課題解決に関する最近のキーワードについて

第12回

・人権課題の解決に向けたプログラムについて①第13回

・人権課題の解決に向けたプログラムについて②
・人権に関する意識調査②第14回

・まとめ
第15回



学期／Semester
2025年度／Academic Year　2クォ
ーター／Second Quarter

曜日・校時／Day・Period水／Wed 5, 水／Wed 6

2025/06/09～2025/09/28開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

選択／elective 2.0/2.0/2.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0588007220250588007201

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEOC 15801_001

授業科目名／Course title
●ボランティアを通して地域を知る(社会連携・キャリア教育関連科目)／Discover Your Community
Through Volunteer Activity

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

井口　茂／Inokuti Shigeru, 森藤　香奈子／Morifuji Kanako, 矢野　香／Yano Kaori, 本多　直
子／Honda Naoko

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

井口　茂／Inokuti Shigeru

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

井口　茂／Inokuti Shigeru, 森藤　香奈子／Morifuji Kanako, 矢野　香／Yano Kaori, 本多　直
子／Honda Naoko

社会連携・キャリア教育関連科目, 自由選択科目, 総合科学科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 講義／Lecture対象年次／Intended year

教養教育A棟24／RoomA-24教室／Class room

全学生対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

shigeru▲nagasaki-u.ac.jp（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

医学部保健学科3階　井口教員室担当教員研究室/Office

095-819-7962担当教員TEL/Tel

8時30分-12時、13時00分-17時30分/8:30-12:00, 13:00-17:30担当教員オフィスアワー/Office hours

これからの少子・高齢化社会において学生自身のライフサイクルにおける課題をボランティア活動
を経験することで理解していく。ボラティア活動には子どもたちを対象とした活動や高齢者サロン
に対する支援、環境に関する活動など様々であり、その活動の背景にある社会の課題に気づき、大
学生として何ができるかを討論していく。また、講義においてボランティア活動の種類、活動のフ
ィールドにおいて必要となるコミュニケーション力について教授し学びを深めていく。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

・人とのコミュニケーションにおいて、傾聴できるようになる。（自主的に考え発信する能力、②
、⑨）
・ボランティア体験を通して、地域で暮らす高齢者や子ども等に関わる社会の課題について理解で
きるようになる。（社会に貢献できる市民として求められる多様な基礎的知識、⑦、⑧、⑩）（自
主的に考え発信する能力、②）
・介護している人（介護者）の支援について理解できるようになる。（社会に貢献できる市民とし
て求められる多様な基礎的知識、⑦、⑧）
・子育ての重要性について理解できるようになる。（社会に貢献できる市民として求められる多様
な基礎的知識、⑦、⑧）
・ワークライフバランスについて、理解できるようになる。（グローバルかつ地域の視点から多様
性を理解しようとする態度･志向性、⑦）（論理的・批判的に物事を考える能力、④）

授業到達目標/Course goals

□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　■多様性の理解／Understanding
Diversity　□主体性／Autonomy　■協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability
to exchange ideas　■国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

□A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

プレゼンテーション課題（40点）+レポート課題（40点）＋グループワークへの貢献度（20点）=合
計100点のうち60点以上を合格とする。評価は科目責任者（井口）が行う。

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson



予習：各講義の資料をweb上に掲載するので、あらかじめ目を通して講義の内容及び流れを把握して
おくこと。（2h）
復習：講義のノート及びweb上の資料により復習し、疑問点などをまとめ、フィールドワークについ
ても参加したボランティアの内容についてまとめること。（2h）

事前、事後学修の内容/Preparation & Review

高齢者、子ども、支援、ボランティア、地域キーワード/Keywords

必要に応じて資料を配布する教科書・教材・参考書/Materials

指定された日時にフィールドワーク（ボランテイア）に参加できること。受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では、全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため、修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては、担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006 （FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

注釈：フィールドワークは、日程調整のうえ実施します。 1回3 時間とし、計2回分の講義（第9回
と第10回）への出席・参加として評価します。

備考/Remarks

本講義では、子どもや高齢者などに対するボランティア活動を通して社会の課題について考えてい
きます。学生の皆さんが、将来社会に出て活躍する際に、自身のライフイベントに照らして一緒に
考えていきましょう。興味がある方は、是非受講ください。

学生へのメッセージ/Message for students

Y
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

井口 茂／理学療法士として地域活動における実務経験／要介護者及び認知症の対象者について必要
な基本的知識,技術を指導する。

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

ボランティア活動について：担当　井口（対面）1回：6月11日 5限目

フィールドワークに向けたオリエンテーションとグループワーク：担当　井口（対面）2回：6月11日 6限目

傾聴及びコミュニケーションについて①：担当　井口（対面）3回：6月18日 5限目

傾聴及びコミュニケーションについて�：担当　井口（対面）4回：6月18日 6限目

認知症の理解と支援：担当　井口（対面）5回：6月25日 5限目

グループワーク：認知症高齢者に対する支援：担当　井口（対面）6回：6月25日 6限目

ボランティアのためのコミュニケーションの取り方を学ぶ①：担当　矢野（オンラインを予定）7回：7月2日 5限目

ボランティアのためのコミュニケーションの取り方を学ぶ②：担当　矢野（オンラインを予定）8回：7月2日 6限目

フィールドワーク①：担当　井口（対面）9回：7月9日 5限目

フィールドワーク②：担当　井口（対面）10回：7月9日 6限目

こどもの心と身体の発育・発達①：担当　森藤　香奈子（対面）11回：7月16日 5限目

こどもの心と身体の発育・発達②：担当　森藤　香奈子（対面）12回：7月16日 6限目

フィールドワークのまとめ、プレゼンテーション①：担当　井口（対面）13回：7月23日 5限目

フィールドワークのまとめ、プレゼンテーション②：担当　井口（対面）14回：7月23日 6限目

長崎大学における災害支援：担当　井口（対面）15回：8月6日 5限目



学期／Semester
2025年度／Academic Year　2クォ
ーター／Second Quarter

曜日・校時／Day・Period水／Wed 3, 水／Wed 4

2025/06/09～2025/09/28開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

選択／elective 1.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0588026420250588026401

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEOC 16631_002

授業科目名／Course title
●経験学習実践論(社会連携・キャリア教育関連科目)　※1単位科目／Practical Theory of
Experiential Learning

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

丹羽　量久／NIWA Kazuhisa, 永谷　研一／Nagaya　Kenichi, 鈴木　斉／SUZUKI Hitoshi

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

丹羽　量久／NIWA Kazuhisa

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

丹羽　量久／NIWA Kazuhisa, 永谷　研一／Nagaya　Kenichi, 鈴木　斉／SUZUKI Hitoshi

社会連携・キャリア教育関連科目, 自由選択科目, 総合科学科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 講義／Lecture対象年次／Intended year

教養教育A棟11／RoomA-11教室／Class room

全学生対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

k-niwa▲nagasaki-u.ac.jp（メールを送信する際は▲を@に変更して送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

ICT基盤センター 2階担当教員研究室/Office

095-819-2084担当教員TEL/Tel

水曜日10:40～12:00（事前に電子メールで教員と時間調整を行うこと）担当教員オフィスアワー/Office hours

【授業の概要】
皆さんは高い志を持ち、目標を達成したくて大学に入学されたことと思います。日々、学びを継続
することは自身との戦いであり、苦労なさっている方も多いことでしょう。勉強に限らず、「今日
はやろう」「明日こそやろう」と思っていてもなかなか行動に踏み出せないときがあります。
本科目では、たとえば、毎日5分間だけ使って自分ができたことを見つけ、週一回10分間振り返る行
動を継続することによって、自ら新しい行動を見出していきます。そしてその行動の中で自分の良
さに気づき“ありたい姿”を発見することを目指して学修を進めます。学修するメソッドの各要素
は「行動科学」、「認知科学」、「情動コントロール」、「協働学習」の知見に基づいて設計され
ています。
教室内で受講する対面授業を前提としています。初回は、毎日取り組む課題を確認します。第2回～
第4回は、ペアワークを通じて、経験を効果的に学ぶ方法、感情の制御方法、行動変容を定着化させ
る技術について学びます。その際、コラボレーションツールを使って、教員と学生の間および学生
同士で意思疎通を図ります。第5回～第8回は、数名で構成されるグループに分かれて、日々学習し
てきたことについて情報交換して、グループとしてアピールすることをまとめます。さらに、ワー
ルドカフェを行って他グループとの情報共有に取り組み、その結果を自グループの改善に結びつけ
ます。
【授業の位置づけ】
本科目は教養教育における選択科目「社会連携・キャリア教育関連科目」です。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

以下の５つの技術を座学と演習によって身につけることができます。
・自己肯定感を高める手法として、できたことを見つける技術を活用できるようになる
・自分の感情を見つめる手法として、感情コントロール技術を活用できるようになる
・経験から学び行動分析する思考法として、論理的思考法と批判的思考法を活用できるようになる
・内省から見出した行動計画の実践法として、行動変容技術を活用できるようになる
・自分の軸を見出す技術として、ありたい姿抽出技術を活用できるようになる

授業到達目標/Course goals

□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解／Understanding
Diversity　■主体性／Autonomy　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability
to exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking



レポート課題：15点×5回，授業中課題：5点×5回の合計100点とし，60点以上を合格とする。
ただし，レポート課題については記述内容の質によって採点する。
また，最終レポートを提出しない場合，他課題の得点に関係なく，不合格となることがあるので注
意すること。
原則として全回出席を前提とする。やむを得ず正当な理由で欠席する場合は担当教員に事前連絡す
ること。

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson

【毎日】一日を振り返って、自分ができたことを教科書に書き出す。(1.5H)
【毎週】１週間分のできたことの中から一つ選んでベストとし、[When, Where, Who, What, How]を
意識して具体化する。そして、[Why]を意識して、それで十分かを振り返り、工夫を考える。(1.3H)
【５週ごと】５週分のベストを振り返って、それらの共通点を見つける。そして、自分が大切にし
ていることは何か考える。(1.5H)

事前、事後学修の内容/Preparation & Review

行動科学、認知科学、情動コントロール、メタ認知、行動変容キーワード/Keywords

【教科書】永谷研一『できたこと手帳』，クロスメディア・パブリッシング，2024年
．ISBN：9784295410126
【参考書】永谷研一『月イチ10分できたことを振り返りなさい』，ダイヤモンド社，2018年
．ISBN：9784478105221

教科書・教材・参考書/Materials

教科書に各自の考えを書き込んでいくため、必ず購入して、初回授業からノートPCとともに持参す
ること。

受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では、すべての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため、修学の妨げとなり得る社
会的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポート
については、担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談
下さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2974
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

【参考情報】
「できたことノート&できたこと手帳」の参考サイト：https://dekitakoto.jp/
【授業の実施方法】
以下の（1）を原則とするが、状況により（2）もしくは（3）とする場合もある。実施方法に変更が
ある場合は別途指示する。
　(1) 対面授業（教室で直接対面しての授業）
　(2) リアルタイムのオンライン授業（Webの会議システムを使用した遠隔での授業）
　(3) オンデマンド授業（用意された動画や(1)(2)の記録を視聴する授業）

備考/Remarks

できたことノートのメソッドの体験を通じて、行動科学、認知科学、情動科学が学べるとても有意
義な授業となっています。
今後の学生生活はもちろん、社会に出た後も必ず活用する技術ですので、ぜひ積極的に受講して下
さい。

学生へのメッセージ/Message for students

Y
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

永谷研一/教育関係のICTシステムの開発・運営。行動変容システムの特許出願と取得。企業での人
材育成のための教材開発と研修の実践。教員向けの研修実施/大手企業での人材育成と研修後の行動
定着システムの提供により、多くの行動変容データの分析をする中で、目標達成やありたい姿を実
現するために必要な技術としてPDCFAサイクルというメソッドを開発しました。それは、目標設定、
行動計画、内省、フィードバック、行動改善の５つの技術による、ありたい姿の実現のサイクルで
す。また内発的な動機づけを誘発するために「できたこと」からアプローチする自己肯定感向上と
行動変容メソッドも開発し、企業の人材育成や学校の教員や生徒へのキャリア教育で実践していま
す。授業では、こうした実践内容を反映させた指導、および実務経験に基づいた助言を行います。/
丹羽 量久/社会基盤構造物の設計・製作に関する線形/非線形構造解析のコンサルテーションおよび
技術営業業務,橋梁の自動設計システムのうち変形・応力を計算するソフトウェア群の開発,科学技
術やWebに関わるITシステム構築の提案を行う営業業務、既存業務以外の分野における新規事業の開
拓・事業化、および関係部署のマネージャーとしての年度計画の立案・数値の管理・統制等の業務
。/さまざまな定例業務や企画提案等における活動結果を振り返ることは、その結果の成否にかかわ
らず、それらの合理的な改善に繋がるとても重要な活動です。授業では、こうした企業での実務経
験に基づいた助言を行います。/

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents



【ガイダンス】 （対面実施，担当：永谷[遠隔講義]）
・授業の概要
・授業で利用するコラボレーションツールの環境設定と演習
・この授業に臨むにあたって

6月11日(水) 3校時

【自分を肯定的に見る効果】 （対面実施，担当：永谷[遠隔講義]）
・欠けている部分に目がいくのは人間の習性
・「できたこと」を見つけよう
【「できたこと」を磨こう】 （対面実施，担当：永谷[遠隔講義]）
・ありたい姿が見つかる「ベストできたこと」！
・「できたこと」から新たな行動を導く経験学習法とは

6月18日(水) 3校時

【感情をコントロールする】 （対面実施，担当：永谷[遠隔講義]）
・情動知能 Emotional Intelligence を学ぶ
・クリティカルシンキングと目的思考

7月2日(水) 3校時

【行動変容力を身につける】 （対面実施，担当：永谷[遠隔講義]）
・できたことメモからできたこと気付き日記へ
・行動を習慣化する７つの技術

7月2日(水) 4校時

【クリティカル・シンキング技術を学ぶ】 （対面実施，担当：永谷）
・できたことを健全に疑ってみる
・創造的な行動変容を導き出す

7月16日(水) 3校時

【ありたい姿発見ワーク】 （対面実施，担当：永谷）
・揺らぎのない自信を獲得するプロセス
・自分のありたい姿を発見する

7月16日(水) 4校時

【経験学習実践論まとめ】 （対面実施，担当：永谷）
・経験学習実践論まとめ
・相互に学び合うフィードバック技術

7月30日(水) 3校時

【さらなる行動実践に向かって】 （対面実施，担当：永谷）
・全体を通じて学んだこと（ワールドカフェ）
・明日からの自分へのエールを（レポート記述）

7月30日(水) 4校時



学期／Semester
2025年度／Academic Year　前期
／First Semester

曜日・校時／Day・Period水／Wed 5

2025/04/01～2025/09/28開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

選択／elective 2.0/2.0/2.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590090520250590090501

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEOC 11261_001

授業科目名／Course title ●平和講座(社会連携・キャリア教育関連科目)／On the Peace

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

友澤　悠季／Tomozawa Yuki, 篠崎　正人／Shinozaki Masato, 関口　達夫／Sekiguchi Tatsuo, 国
武　雅子／Kunitake Masako, 戸田　清／Toda　Kiyoshi, 森永　玲／Morinaga Ryo, 冨塚　明
／Tomiduka Akira, 中田　英樹／Nakata Hideki, 昔　宣希／Suk Sunhee

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

友澤　悠季／Tomozawa Yuki

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

友澤　悠季／Tomozawa Yuki, 篠崎　正人／Shinozaki Masato, 関口　達夫／Sekiguchi Tatsuo, 国
武　雅子／Kunitake Masako, 戸田　清／Toda　Kiyoshi, 森永　玲／Morinaga Ryo, 冨塚　明
／Tomiduka Akira, 中田　英樹／Nakata Hideki, 昔　宣希／Suk Sunhee

Ａ科目群　総合科目, 社会連携・キャリア教育関連科目, 総合科学科目, 自由選択科目, 総合科学科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 講義／Lecture対象年次／Intended year

教養教育A棟21／RoomA-21教室／Class room

全学生対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

ytomozawa▲nagasaki-u.ac.jp（メールを送信する際は▲を@に変更して送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

環境科学部4階環439担当教員研究室/Office

095-819-2784担当教員TEL/Tel

まずメールでアポイントをお願いします。担当教員オフィスアワー/Office hours

長崎大学文教キャンパスは三菱兵器製作所大橋工場の跡地であり、ここでは学徒動員令や女子挺身
勤労令などによって動員された多くの若者たちが航空機用魚雷の生産に従事中、原爆によって、そ
の多くが爆死した。敗戦後、日本人は「人間相互の関係を支配する崇高な理想を自覚」し、国家再
建の基礎を「人類普遍の原理」に求めて戦争を放棄し、「平和を愛する諸国民の公正と信義に信頼
して安全と生存を保持しようと決意」した。1983年に始まった本講座は、その決意を受け継ぎ、平
和を愛し探究心に富む学生諸君の思索と生活の原点に資すべく、戦争・暴力・平和についての基礎
的資料と基本的な分析理論を提供しようとするものである。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

戦争の実態、暴力と平和についての認識を深め、世界の情勢を深く理解し、基本的人権を尊重して
自由と平和と平等を愛する文化国家の建設に努める態度を身につけることができるようになる（DP-
4,DP-6）。

授業到達目標/Course goals

□汎用的能力／Generic Competence　■倫理観／Ethics　■多様性の理解／Understanding
Diversity　□主体性／Autonomy　□協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability
to exchange ideas　■国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
□B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

平常点60％＋レポート40％＝100％のうち60％以上を合格とする。平常点は毎回異なる講師が講義を
行い、その都度レスポンスシートを課す形式で評価する。

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson

事前・事後学習として、授業期間中の任意の日時に、長崎人権平和資料館（月曜休館、JR長崎駅前
のNHK長崎放送局横の西坂をのぼり、カトリック26聖人記念館のすぐ先）を訪問してレポートを書い
て頂きます。【4h】

事前、事後学修の内容/Preparation & Review

戦争、暴力、構造的暴力、平和、格差、原爆、原発、有事体制、集団的自衛権、公害キーワード/Keywords

教科書は指定しない。プリント資料の配布、スライド、映像の視聴などを活用して、講義の理解を
深める。参考書として、戸田清『人はなぜ戦争をするのか』（法律文化社、2019）、高橋眞司・舟
越耿一編『ナガサキから平和学する！』（法律文化社、2009）、ヨハン・ガルトゥング・藤田明史
編著『ガルトゥング平和学入門』（法律文化社、2003）。
関連）戸田清研究室ホームページ　http://todakiyosi.web.fc2.com/

教科書・教材・参考書/Materials



各回に真摯な受講態度で臨むことが求められる。例年、受講希望者生が多く、抽選を実施している
ため、安易な気持ちで受講登録を行ったり、学期途中で受講を放棄したりすることのないようにお
願いしたい。例年前期よりも後期のほうが受講人数に余裕があるので、参考にされたい。

受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では、全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため、修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては、担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006 （FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

【実施方法について】原則対面形式で行うが、一部リアルアイムオンライン形式で実施する回があ
る。詳しくは初回に説明する。初回がリアルタイムオンライン形式になる場合は、前日までにLACS
連絡事項で通知するので確認しておくこと。

備考/Remarks

被爆地の大学に学ぶ学生として、書籍、新聞、テレビ、インターネットなどを通じて戦争、暴力、
平和をめぐる世界と日本の動向に関心をもってほしい。

学生へのメッセージ/Message for students

Y
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

山川 剛 氏：8歳で被爆後、小学校教員として勤める。長崎平和推進協議会、長崎証言の会、長崎被
爆教職員の会の会員として、1998年以来、被爆体験講和等を行ってきた経験を有する。
関口 達夫 氏：元NBC長崎放送記者、ジャーナリスト。長崎の戦争・平和に関する数多くの番組制作
に携わってきた。
森永 玲 氏：長崎新聞社報道部を経て同社取締役。長崎の平和運動に関する取材経験と複数の編著
書がある。
西岡 由香 氏：漫画家。「さらん」のペンネームも持つ。1999年に平和団体ピースボート主催によ
る地球一周クルーズへの参加をきっかけに、郷土史（キリスト教関係など）と長崎原爆をテーマに
した漫画を数多く執筆している。

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

イントロダクション（友澤悠季）【オンデマンド】＊今年度のみ事情により第1回（4/9）

被爆とその後（山川剛）【対面】第2回（4/16）

山口彊と二重被爆（原田小鈴・山﨑年子）【対面】第3回（4/23）

外国人被爆者（関口達夫）【対面】第4回（5/7）

韓国の歴史教育（ソク・サニー）【対面】第5回（5/14）

戦争と性暴力(1)満蒙開拓団と女性（国武雅子）【対面】第6回（5/21）

戦争と性暴力(2)日本軍「慰安婦」問題（国武雅子）【対面】第7回（5/28）

本島等（1922-2014）と昭和天皇の戦争責任（森永玲）【対面】第8回（6/4）

ジェノサイドについて（戸田清）【リアルタイムオンライン形式】第9回（6/11）

ドイツにおける戦争との向き合い方（園田尚弘）【対面】第10回（6/18）

ラテンアメリカからの思考（中田英樹）【リアルタイムオンライン形式】第11回（6/25）

東アジアの安全保障（篠崎正人）【対面】第12回（7/2）

Q&Aで考える日米安保（冨塚明）【対面】第13回（7/9）

カネミ油症事件の現在―食品公害との戦いと闘い（下田順子）【対面】第14回（7/16）

継承の回路としての漫画（西岡由香）【対面】第15回（7/23）



学期／Semester
2025年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period水／Wed 5

2025/09/29～2026/03/31開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

選択／elective 2.0/2.0/2.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590090520250590090502

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEOC 11261_001

授業科目名／Course title ●平和講座(社会連携・キャリア教育関連科目)／On the Peace

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

友澤　悠季／Tomozawa Yuki, 関口　達夫／Sekiguchi Tatsuo, 国武　雅子／Kunitake Masako, 戸
田　清／Toda　Kiyoshi, 森永　玲／Morinaga Ryo, 冨塚　明／Tomiduka Akira, 中田　英樹
／Nakata Hideki, 昔　宣希／Suk Sunhee

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

友澤　悠季／Tomozawa Yuki

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

友澤　悠季／Tomozawa Yuki, 関口　達夫／Sekiguchi Tatsuo, 国武　雅子／Kunitake Masako, 戸
田　清／Toda　Kiyoshi, 森永　玲／Morinaga Ryo, 冨塚　明／Tomiduka Akira, 中田　英樹
／Nakata Hideki, 昔　宣希／Suk Sunhee

Ａ科目群　総合科目, 社会連携・キャリア教育関連科目, 総合科学科目, 自由選択科目, 総合科学科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 講義／Lecture対象年次／Intended year

教養教育A棟21／RoomA-21教室／Class room

全学生対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

ytomozawa▲nagasaki-u.ac.jp（メールを送信する際は▲を@に変更して送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

環境科学部4階環439担当教員研究室/Office

095-819-2784担当教員TEL/Tel

まずメールでアポイントをお願いします。担当教員オフィスアワー/Office hours

長崎大学文教キャンパスは三菱兵器製作所大橋工場の跡地であり、ここでは学徒動員令や女子挺身
勤労令などによって動員された多くの若者たちが航空機用魚雷の生産に従事中、原爆によって、そ
の多くが爆死した。敗戦後、日本人は「人間相互の関係を支配する崇高な理想を自覚」し、国家再
建の基礎を「人類普遍の原理」に求めて戦争を放棄し、「平和を愛する諸国民の公正と信義に信頼
して安全と生存を保持しようと決意」した。1983年に始まった本講座は、その決意を受け継ぎ、平
和を愛し探究心に富む学生諸君の思索と生活の原点に資すべく、戦争・暴力・平和についての基礎
的資料と基本的な分析理論を提供しようとするものである。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

戦争の実態、暴力と平和についての認識を深め、世界の情勢を深く理解し、基本的人権を尊重して
自由と平和と平等を愛する文化国家の建設に努める態度を身につけることができるようになる（DP-
4,DP-6）。

授業到達目標/Course goals

□汎用的能力／Generic Competence　■倫理観／Ethics　■多様性の理解／Understanding
Diversity　□主体性／Autonomy　□協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability
to exchange ideas　■国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
□B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

平常点60％＋レポート40％＝100％のうち、60％以上を合格とする。平常点は毎回異なる講師が講義
を行い、その都度レスポンスシートを課す形式で評価する。

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson

事前・事後学習として、授業期間中の任意の日時に、長崎人権平和資料館（月曜休館、JR長崎駅前
のNHK長崎放送局横の西坂をのぼり、カトリック26聖人記念館のすぐ先）を訪問してレポートを書い
て頂きます。【4h】

事前、事後学修の内容/Preparation & Review

戦争、暴力、構造的暴力、平和、格差、原爆、原発、有事体制、集団的自衛権、公害キーワード/Keywords

教科書は指定しない。プリント資料の配布、スライド、映像の視聴などを活用して、講義の理解を
深める。参考書として、戸田清『人はなぜ戦争をするのか』（法律文化社、2019）、高橋眞司・舟
越耿一編『ナガサキから平和学する！』（法律文化社、2009）、ヨハン・ガルトゥング・藤田明史
編著『ガルトゥング平和学入門』（法律文化社、2003）。
関連）戸田清研究室ホームページ　http://todakiyosi.web.fc2.com/

教科書・教材・参考書/Materials



各回に真摯な受講態度で臨むことが求められる。例年、受講希望者生が多く、抽選を実施している
ため、安易な気持ちで受講登録を行ったり、学期途中で受講を放棄したりすることのないようにお
願いしたい。

受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では、全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため、修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては、担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006 （FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

【実施方法について】原則対面形式で行うが、一部リアルアイムオンライン形式で実施する回があ
る。詳しくは初回に説明する。初回がリアルタイムオンライン形式になる場合は、前日までにLACS
連絡事項で通知するので確認しておくこと。

備考/Remarks

被爆地の大学に学ぶ学生として、書籍、新聞、テレビ、インターネットなどを通じて戦争、暴力、
平和をめぐる世界と日本の動向に関心をもってほしい。

学生へのメッセージ/Message for students

Y
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

川副 忠子 氏：1歳で被爆後、小学校教員として勤める。長崎県平和運動センター被爆者連絡協議会
、原水爆禁止長崎県民会議等での活動経験を有する。
森永 玲 氏：長崎新聞社報道部を経て同社取締役。長崎の平和運動に関する取材経験と複数の編著
書がある。
関口 達夫 氏：フリージャーナリスト。元・NBC長崎放送社員として長年、国内・海外を取材し、戦
争とその加害・被害に関する報道番組を制作した経験を有する。
西岡 由香 氏：漫画家。「さらん」のペンネームも持つ。1999年に平和団体ピースボート主催によ
る地球一周クルーズへの参加をきっかけに、郷土史（キリスト教関係など）と長崎原爆をテーマに
した漫画を数多く執筆している。

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

イントロダクション（友澤悠季）【対面】第1回（10/1）

原子爆弾と科学者（冨塚明）【対面】第2回（10/8）

山口彊と二重被爆（原田小鈴・山﨑年子）【対面】第3回（10/15）

外国人被爆者（関口達夫）【対面】第4回（10/22）

被爆と被爆者運動（川副忠子）【対面】第5回（10/29）

戦争と性暴力(1)満蒙開拓団と女性（国武雅子）【対面】第6回（11/5）

戦争と性暴力(2)日本軍「慰安婦」問題（国武雅子）【対面】第7回（11/12）

韓国の歴史教育（友澤悠季）【対面】第8回（11/26）

本島等（1922-2014）と昭和天皇の戦争責任（森永玲）【対面】第9回（12/3）

ジェノサイドについて（戸田清）【リアルタイムオンライン形式】第10回（12/10）

ドイツにおける戦争との向き合い方（園田尚弘）【対面】第11回（12/17）

ラテンアメリカからの思考（中田英樹）【リアルタイムオンライン形式】第12回（1/7）

Q＆Aで考える日米安保（冨塚明）【対面】第13回（1/14）

カネミ油症事件の現在―食品公害との戦いと闘い（下田順子）【対面】第14回（1/21）

継承の回路としての漫画（西岡由香）【対面】第15回（1/28）



学期／Semester
2025年度／Academic Year　4クォ
ーター／Fourth Quarter

曜日・校時／Day・Period水／Wed 3, 水／Wed 4

2025/11/27～2026/03/31開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

選択／elective 2.0/2.0/2.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0594003520250594003501

科目ナンバリングコード／Numbering code

授業科目名／Course title ●社会と教育(社会連携・キャリア教育関連科目)／Education in Society

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

椋本　博志

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

椋本　博志

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

椋本　博志

社会連携・キャリア教育関連科目, 人文・社会科学科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 講義／Lecture対象年次／Intended year

教養教育A棟22／RoomA-22教室／Class room

全学部
対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

h-mukumoto▲nagasaki-u.ac.jp　(メールを送信する際は▲を＠に置き換えて送信してください)担当教員Eメールアドレス/E-mail address

教育学部棟527担当教員研究室/Office

担当教員TEL/Tel

メール対応(随時)h-mukumoto▲nagasaki-u.ac.jp担当教員オフィスアワー/Office hours

・社会の変化、実態を「教育」という視点から捉え、自分が将来目指している職に就くために身に
付けるべき資質・能力等について考える。
・グローバル化、少子高齢化等、急激に変化する社会の中で次代を生きる世代に求められる資質・
能力や教育の在り方を考える。
・学力、いじめ等支援を要する児童への対応、防災教育やキャリア教育等、現在日本の教育が抱え
ている課題について理解する。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

・自分が目指している将来の職業に就くために必要な力は何かを理解し、その力を身につけるため
の具体的実践ができる。
・現在の日本の教育に対し自分の意見を持ち、職業人、社会人、家庭を築く人として教育にどのよ
うに向き合えばよいか具体的に述べることができる。
・教育課題及び教育現場の現状・取組みについて理解し説明することができる。

授業到達目標/Course goals

□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解／Understanding
Diversity　■主体性／Autonomy　■協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability
to exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

レポート・課題、協議等への参画・態度(75％)　試験(25％)　成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson

次時の資料確認とグループ協議のテーマに関連した事前学習（2h）
授業後の振り返りレポート作成の事後学習（2h）

事前、事後学修の内容/Preparation & Review

求められる学力 　家庭・地域社会・学校の連携 　危機管理(子どもの心と命)　防災教育　キャリ
ア教育

キーワード/Keywords

学習指導要領、教育委員会等行政機関が発行している資料、新聞・インターネット等で取りあげら
れている記事及び配布資料等

教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites



長崎大学では、全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため、修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては、担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006 （FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

授業は対面方式で実施します。状況によって変更する場合はLACSで連絡します。備考/Remarks

やがて改めて教育と向き合う時がきます。教育を通して見える社会、社会の変化を通して見える教
育の姿を協議を通して深めたいと考えています。次代を生きる社会人として、職業人として、家庭
人として求められる資質・能力や自分が目指している職業に必要な力について考える機会にしまし
ょう。

学生へのメッセージ/Message for students

Y
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

椋本博志／小学校教員としての経験を有している。

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents 授業手法／

第1回12月3日(水) 教育の現状・課題１（対面）
A
B

第2回12月3日(水) 教育の現状・課題２（対面）
A
B
C

第3回12月10日(水) 求められる学力１（対面）
A
B
C

第4回12月10日(水) 求められる学力２（対面）
A
B
C

第5回12月17日(水)
学校における危機管理１（対面）

A
B
C

第6回12月17日(水) 学校における危機管理２（対面）
A
B

第7回1月7日(水) 支援を要する児童生徒１（対面）
A
B
C

第8回1月7日(水) 支援を要する児童生徒２（対面）
A
B

第9回1月14日(水) 家庭・地域の教育力１（対面）
A
B

第10回1月14日(水) 家庭・地域の教育力２（対面）
A
B

第11回1月21日(水) ふるさと教育とグローバル社会１（対面）
A
B
C

第12回1月21日(水) ふるさと教育とグローバル社会２（対面）
A
B

第13回1月28日(水) キャリア教育１（対面）
A
B
C

第14回1月28日(水) キャリア教育２（対面）
A
B
C

第15回2月4日(水) 社会と教育まとめ(教育の不易と流行)（対面）
A
B
D

第16回2月4日(水) テスト(小論 2題予定)（対面） A



学期／Semester
2025年度／Academic Year　3クォ
ーター／Third Quarter

曜日・校時／Day・Period水／Wed 5, 水／Wed 6

2025/09/29～2025/11/26開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

選択／elective 2.0/2.0/2.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0594004920250594004901

科目ナンバリングコード／Numbering code

授業科目名／Course title ●被ばくと社会(社会連携・キャリア教育関連科目)／Exposed to Radiation and Society

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

中村　桂子／Nakamura Keiko

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

中村　桂子／Nakamura Keiko

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

中村　桂子／Nakamura Keiko

社会連携・キャリア教育関連科目, 人文・社会科学科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 講義／Lecture対象年次／Intended year

教養教育G棟38／RoomG-38教室／Class room

全学生対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

nakamurak▲nagasaki-u.ac.jp（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

核兵器廃絶研究センター（RECNA) 中村准教授室担当教員研究室/Office

095-819-2865担当教員TEL/Tel

メールにてアポイントをとってください。担当教員オフィスアワー/Office hours

「被ばく」という言葉の意味（原爆のみならず、自然放射線や原子力平和利用からの放射線被ばく
も含む）を理解するとともに、被爆体験の継承、在外被爆者の実態と課題、平和教育、原爆資料保
存の意義と継承の課題、などについて理解を深め、被爆体験や遺構の継承についてその意義とあり
方について自ら考える。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

授業は、多様な視点から講義とグループディスカッションによって構成される。講義の内容を理解
するとともに、その内容をもとに課題を自ら見つけ出し、その解決方法や自分たちができることを
、学生同士のグループディスカッションを通じて、自ら考え、意見を形成していく。情報をただ受
け取るだけでなく、自ら情報を取りに行き、そして自ら考え行動できるようになることを目指す。

授業到達目標/Course goals

□汎用的能力／Generic Competence　■倫理観／Ethics　□多様性の理解／Understanding
Diversity　■主体性／Autonomy　■協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability
to exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

□A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

出席、リアクションペーパー提出、授業への参加などの通常点：60％　最終レポート：40％成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson

毎回講義後に感想シートとキーワードを提出。各回講義毎に事前・事後学修を各2時間事前、事後学修の内容/Preparation & Review

キーワード/Keywords

教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では、全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため、修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては、担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006 （FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)



授業は対面で実施する。備考/Remarks

学生へのメッセージ/Message for students

Y
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

中村 桂子/核兵器問題に取り組むNGOの研究スタッフとして、市民社会の視点から核兵器廃絶に関す
る国際動向についての調査研究を行ってきた。
米澤 紀子/株式会社テレビ長崎（報道部）の実務経験を活かし、韓国人被爆者に焦点を当てたテレ
ビ報道や、緻密な取材に基づき、被爆問題の広がりと次世代への継承に関する授業を実施する。/

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

オリエンテーション、講義概要の説明、自己紹介　
担当：中村　桂子(対面)

第1回

原爆被害の概要
担当：山口　響(対面)

第2回

被爆後・占領下の長崎
担当：山口　響(対面)

第3回

「被爆者」とは誰か？
担当：山口　響(対面)　

第4回

グローバルな核被害（１）
担当：中村　桂子(対面)

第5回

グローバルな核被害（２）
担当：中村　桂子(対面)

第6回

ジェンダーと核被害
担当：中村　桂子(対面)

第7回

報道を通して「原爆被害」を考える（１）
担当：橋場　紀子(対面)

第8回

報道を通して「原爆被害」を考える（２）
担当：橋場　紀子(対面)

第9回

原発と原爆
担当：鈴木達治郎(対面)

第10回

原爆と歴史（１）
担当：中村　桂子(対面)

第11回

原爆と歴史（２）
担当：中村　桂子(対面)

第12回

継承と教育
担当：中村　桂子(対面)

第13回

全体のまとめの議論（学生のグループワーク）
担当：中村　桂子(対面)

第14回

グループ発表
担当：中村　桂子(対面)

第15回



学期／Semester
2025年度／Academic Year　4クォ
ーター／Fourth Quarter

曜日・校時／Day・Period水／Wed 5, 水／Wed 6

2025/11/27～2026/03/31開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

選択／elective 2.0/2.0/2.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0594007720250594007701

科目ナンバリングコード／Numbering code

授業科目名／Course title
●不登校と多様な学びを考える(社会連携・キャリア教育関連科目)／School Non-attendance and
Alternative Education

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

岡田　佳子／Okada Yoshiko

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

岡田　佳子／Okada Yoshiko

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

岡田　佳子／Okada Yoshiko

社会連携・キャリア教育関連科目, 自由選択科目, 人文・社会科学科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 講義／Lecture対象年次／Intended year

教養教育G棟38／RoomG-38教室／Class room

全学生対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

okadayo▲nagasaki-u.ac.jp（メールを送信する際は▲を@に変更して送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

教育学部512担当教員研究室/Office

095-819-2091担当教員TEL/Tel

何か質問や相談したいことがあったら遠慮なく来てください。
特に予定がない日時ならいつでも対応します。
但し、LACSでのメッセージ経由ではなく、必ずメールにて面談の予約をしてください。

担当教員オフィスアワー/Office hours

本科目は、日本における不登校現象と、不登校の児童生徒が学校外で学ぶ場所としての「多様な学
びの場」についての理解を深めることを目指します。
日本では「不登校」という社会現象があります。文部科学省は「病気を除いた心理的・情緒的、身
体的あるいは社会的要因・背景により年間30日以上学校を欠席すること」を「不登校」として定義
しています。不登校の児童生徒には、学校教育法第一条に定められた学校（一条校）に行くこと以
外の選択肢が基本的には認められていません。このため、日本では「不登校」は社会問題とみなさ
れる風潮があります。しかし、これは日本特有の現象です。
諸外国では時代と共に学校外での「多様な学びの場」（Alternative Education）の存在が法律等で
認可され、公的に認められてきたため、不登校という社会現象そのものが消失していきました。普
通の学校に行くことを望まない子どもは「多様な学びの場」を活用して教育・学習を進めた後に大
学等へ進学、もしくは就職をしています。
一方日本では、学校外での学びは未だ公的にも法的にも認められていません。
そのため、不登校の児童生徒は、学校に行けない/行かないままになるか、あるいは私費で学校とは
異なる学習方法を用いる学びの場を選んで利用しています。これが「多様な学びの場」（オルタナ
ティブ教育）と呼ばれる組織・団体等です。
この科目では、日本における不登校現象の背景や現状および多様な学びの場について解説を行い、
日本における不登校現象といかに向き合っていけばよいか、その方策を一緒に考えていきます。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

・日本における不登校現象について理解することができる。
・不登校と多様な学びに関する諸問題について自分の考えを述べることができる
・自分と異なる意見を持つ他者と話し合いながら問題解決に取り組むことができる
・他者の多様な価値観について受容的に関わることができる

授業到達目標/Course goals

□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　■多様性の理解／Understanding
Diversity　□主体性／Autonomy　■協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability
to exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking



ワーク・課題の得点総計を１００点満点に換算し、６０点以上を合格とします。
但し、（１）全体の２／３以上の出席及び（２）ワークと課題を全体の２／３以上提出しているこ
とを「成績評価の最低条件」とします。（この条件を満たしていない学生は自動的に単位が取得で
きないことになります。また、これらは合格の最低条件ではありません。採点結果によっては不合
格になる可能性も十分にありますのでくれぐれも注意してください）

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson

【事前】指定された動画、資料を見ること(2h)
【事後】授業内容の要約と考察（2h)
本科目では、授業中及び授業後にLACSを通じてワーク（課題）を提出してもらいます。
そのため、必ずPCを持参すること。

事前、事後学修の内容/Preparation & Review

多様な学び、子どもの権利条約、教育機会確保法、フリースクール、ホームスクーリング、デモク
ラティックスクール

キーワード/Keywords

教科書は指定しません。参考資料等は授業の中で随時配付します。教科書・教材・参考書/Materials

・授業内外の課題やグループワークに積極的に取り組むこと。
・授業進行やグループワークの妨げとなるので特段の理由がない限りは遅刻及び欠席厳禁です。遅
刻した際、グループワークの妨げになる時点での入室を断る場合があります。（その時間の出席は
認めません）授業開始時間には必ず着席しておくよう、くれぐれも注意してください。
・授業中の私語および携帯電話の使用は禁止します。使用を発見した段階で退室してもらう場合が
あります。

受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では、全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため、修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては、担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006 （FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

・この授業では座席指定を行います。座席の指示は授業開始時に行うため、遅刻・欠席をしないこ
と。
・授業内でグループワークを頻繁に行うため、特別の理由がない限りは遅刻・欠席厳禁とします。
それに留意したうえで受講すること。

備考/Remarks

この科目では不登校現象について客観的に捉え直す視点を培い、代替策としての「多様な学びの場
」について理解する力を身につけていくことをねらいとしています。
不登校や多様な学びの場について一緒にじっくり考えていきましょう。

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

オリエンテーション＆不登校のイメージを探索する第1回

日本における不登校現象の特異性とその背景第2回

学校に行けないのはなぜか？（1）第3回

学校に行けないのはなぜか？（2）第4回

なぜ多様な学びが必要か～非認知能力の観点から～(1)第5回

なぜ多様な学びが必要か～非認知能力の観点から～(2)第6回

子どもの権利条約第7回

教育機会確保法第8回

フリースクール第9回

学びの多様化学校（不登校特例校）第10回

ホームスクーリング(1)第11回

ホームスクーリング(2)第12回

イエナプラン第13回

シュタイナー教育第14回

日本の教育政策の最新動向第15回

まとめ第16回



学期／Semester
2025年度／Academic Year　1クォ
ーター／First Quarter

曜日・校時／Day・Period水／Wed 5, 水／Wed 6

2025/04/01～2025/06/08開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

選択／elective 2.0/2.0/2.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0596001720250596001701

科目ナンバリングコード／Numbering code

授業科目名／Course title
●ダイバーシティ社会における課題とその解決(社会連携・キャリア教育関連科目)／Issues and
Solutions in a Diversity Society

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

木下　直子, 矢内　琴江／Yauchi Kotoe, 門脇　知子／KADOWAKI Tomoko, 夛田　美有紀／Tada
Miyuki, BERNICK　PETER　JOHN／Bernick Peter John, 井口　茂／Inokuti Shigeru

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

木下　直子

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

木下　直子, 矢内　琴江／Yauchi Kotoe, 門脇　知子／KADOWAKI Tomoko, 夛田　美有紀／Tada
Miyuki, BERNICK　PETER　JOHN／Bernick Peter John, 井口　茂／Inokuti Shigeru

社会連携・キャリア教育関連科目, 自由選択科目, 総合科学科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 講義／Lecture対象年次／Intended year

教養教育A棟23／RoomA-23教室／Class room

全学生対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

n_kinoshita▲nagasaki-u.ac.jp(メールを送信する際は▲を＠に置き換えて送信してください)担当教員Eメールアドレス/E-mail address

ダイバーシティ推進センター担当教員研究室/Office

095-819-2889担当教員TEL/Tel

事前にアポイントメントを取ってください。担当教員オフィスアワー/Office hours

ダイバーシティ社会の実現に向けて、どのような課題があるのかを、ワークライフバランス、ジェ
ンダー、アンコンシャスバイアス、ジェンダー・セクシュアリティ、多文化共生などのテーマを通
して考え、自分のキャリア形成や、社会をつくる一人の主体としての自分の生き方・働き方の探究
にいかす。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

・自分の生き方・働き方のイメージを持つことができるようになる。
・自分のなりたい人物像を言葉にできるようになる。
・ダイバーシティ（多様性）やワークライフバランスの意味を理解して、自分の言葉で説明できる
ようになる。
・ダイバーシティの尊重や、ワークライフバランスを、自分の生き方や働き方に結び付けて考える
ことができるようになる。

授業到達目標/Course goals

□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　■多様性の理解／Understanding
Diversity　■主体性／Autonomy　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability
to exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

リフレクション・ペーパー（30％）+プレゼンテーション（20％）+レポート（50％）＝100点
・リフレクション・ペーパーは、毎回の授業後に書いて提出してもらいます。
・プレゼンテーションは、授業の最終回に課題を小グループで発表してもらいます。

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson

事前・事後学習は各２時間。
事前学習：多様性という視点からは、自分の身の回りや、社会にはどのような問題があるのかを考
えたり、多様な生き方や、働き方に関する情報（テレビ、インターネット、新聞記事、書籍など）
に触れて、自分なりに考えること。
事後学習：講義の内容や、受講生の意見などをふり返り、自分なりに気づきをリフレクションペー
パーに記述する。分からなかったことを調べる。

事前、事後学修の内容/Preparation & Review

ダイバーシティ、ワークライフバランス、ジェンダー、セクシュアリティ、多文化共生、キャリアキーワード/Keywords

必要に応じて資料を配布する。教科書・教材・参考書/Materials



受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では、すべての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため、修学の妨げとなり得る社
会的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポート
については、担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談
ください。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2948
（E-mail）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

対面での実施とする
長崎大学ダイバーシティ推進センター　https://www.cdi.nagasaki-u.ac.jp/
長崎大学あじさいプロジェクト　http://nagasaki-ajisai.jp/about/medicalworkcenter

備考/Remarks

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

オリエンテーション（門脇知子・木下直子）第1回（4月9日）

女性活躍推進・ライフイベント（門脇知子）第2回（4月16日）

女性活躍推進・ライフイベント（門脇知子）第3回（4月16日）

自分の中のバイアス(偏見）を考える（矢内琴江）第4回（4月23日）

自分の中のバイアス(偏見）を考える（矢内琴江）第5回（4月23日）

介護をしながら働くこと（井口茂）第6回（5月7日）

介護をしながら働くこと（井口茂）第7回（5月7日）

障害の社会モデルと真の共生社会（ピーター・バーニック）
第8回（5月14日）

障害の社会モデルと真の共生社会（ピーター・バーニック）
第9回（5月14日）

異文化接触から考える多文化共生（夛田美有紀）第10回（5月21日）

異文化接触から考える多文化共生（夛田美有紀）第11回（5月21日）

ジェンダー・セクシュアリティから考える社会と自分（木下直子）第12回（5月28日）

ジェンダー・セクシュアリティから考える社会と自分（木下直子）第13回（5月28日）

まとめ（木下直子）第14回（6月4日）

まとめ（木下直子）第15回（6月4日）



学期／Semester
2025年度／Academic Year　3クォ
ーター／Third Quarter

曜日・校時／Day・Period水／Wed 3, 水／Wed 4

2025/09/29～2025/11/26開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

選択／elective 1.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0596004920250596004901

科目ナンバリングコード／Numbering code

授業科目名／Course title
●行動分析学入門(社会連携・キャリア教育関連科目)　※1単位科目／Introduction to Analysis
of Behavior

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

丹羽　量久／NIWA Kazuhisa, 永谷　研一／Nagaya　Kenichi, 鈴木　斉／SUZUKI Hitoshi

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

丹羽　量久／NIWA Kazuhisa

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

丹羽　量久／NIWA Kazuhisa, 永谷　研一／Nagaya　Kenichi, 鈴木　斉／SUZUKI Hitoshi

社会連携・キャリア教育関連科目, 総合科学科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 講義／Lecture対象年次／Intended year

教養教育A棟11／RoomA-11教室／Class room

全学生対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

k-niwa▲nagasaki-u.ac.jp（メールを送信する際は▲を@に変更して送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

ICT基盤センター 2階担当教員研究室/Office

095-819-2084担当教員TEL/Tel

水曜日10:40～12:00（事前に電子メールで教員と時間調整を行うこと）担当教員オフィスアワー/Office hours

【授業の概要】
2Q開講の選択科目「経験学習実践論」では，できたことノートのメソッドを活用して「できたこと
」を内省（リフレクション）することによる行動変容の理論を学び実践してきた。
本科目では、「できたこと手帳」を使った自身の実践を題材として、リフレクションの質を追求し
、人は行動変容に至るまでにどのような内省が有効なのか、科学的なアプローチにより探求する。
【授業の位置づけ】
本科目は教養教育における選択科目「社会連携・キャリア教育関連科目」である。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

以下を座学と演習によって身につけることができます。
・内省（リフレクション）を科学する５つの視点を理解することができる。
・内省文の「詳細な事実」を、状況把握力の視点で分析できるようになる。
・内省文の「原因の分析」を、論理的思考力と目的思考力の視点で分析できるようになる。
・内省文の「本音の感情」を、感情知能力の視点で分析できるようになる。
・内省文の「次なる行動」を、行動実践力の視点で分析できるようになる。

授業到達目標/Course goals

□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解／Understanding
Diversity　■主体性／Autonomy　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability
to exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
■D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

レポート課題：15点×5回，授業中課題：5点×5回の合計100点とし，60点以上を合格とする。
ただし，レポート課題については記述内容の質によって採点する。
また，最終レポートを提出しない場合，他課題の得点に関係なく，不合格となることがあるので注
意すること。
原則として全回出席を前提とする。やむを得ず正当な理由で欠席する場合は担当教員に事前連絡す
ること。

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson



【毎日】一日を振り返って、自分ができたことを教科書に書き出す。(1.5H)
【毎週】１週間分のできたことの中から一つ選んでベストとし、[When, Where, Who, What, How]を
意識して具体化する。そして、[Why]を意識して、それで十分かを振り返り、工夫を考える。(1.3H)
【５週ごと】５週分のベストを振り返って、それらの共通点を見つける。そして、自分が大切にし
ていることは何か考える。(1.5H)

事前、事後学修の内容/Preparation & Review

行動科学、認知科学、情動コントロール、メタ認知、行動変容キーワード/Keywords

【教科書】永谷研一『できたこと手帳』，クロスメディア・パブリッシング，2024年
．ISBN：9784295410126
【参考書】永谷研一『月イチ10分できたことを振り返りなさい』，ダイヤモンド社，2018年
．ISBN：9784478105221

教科書・教材・参考書/Materials

教科書に各自の考えを書き込んでいくため、必ず購入して、初回授業からノートPCとともに持参す
ること。

受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では、全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため、修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては、担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2974
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

【参考情報】
「できたことノート&できたこと手帳」の参考サイト：https://dekitakoto.jp/
【授業の実施方法】
以下の（1）を原則とするが、状況により（2）もしくは（3）とする場合もある。実施方法に変更が
ある場合は別途指示する。
　(1) 対面授業（教室で直接対面しての授業）
　(2) リアルタイムのオンライン授業（Webの会議システムを使用した遠隔での授業）
　(3) オンデマンド授業（用意された動画や(1)(2)の記録を視聴する授業）

備考/Remarks

本科目を履修するにあたっては、授業内容が選択科目「経験学習実践論」で習得した「できたこと
ノートのメソッド」をベースとしているため，その単位を修得していることが望ましい。なお，初
回授業にてこのメソッドの概要を講義するので，特に単位未修得者は自身で実践の上，授業に臨ん
でください。
今後の学生生活はもちろん、社会に出た後も必ず活用する技術ですので、ぜひ積極的に受講して下
さい。

学生へのメッセージ/Message for students

Y
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

永谷研一/教育関係のICTシステムの開発・運営。行動変容システムの特許出願と取得。企業での人
材育成のための教材開発と研修の実践。教員向けの研修実施/大手企業での人材育成と研修後の行動
定着システムの提供により、多くの行動変容データの分析をする中で、目標達成やありたい姿を実
現するために必要な技術としてPDCFAサイクルというメソッドを開発しました。それは、目標設定、
行動計画、内省、フィードバック、行動改善の５つの技術による、ありたい姿の実現のサイクルで
す。また内発的な動機づけを誘発するために「できたこと」からアプローチする自己肯定感向上と
行動変容メソッドも開発し、企業の人材育成や学校の教員や生徒へのキャリア教育で実践していま
す。授業では、こうした実践内容を反映させた指導、および実務経験に基づいた助言を行います。/
丹羽 量久/社会基盤構造物の設計・製作に関する線形/非線形構造解析のコンサルテーションおよび
技術営業業務,橋梁の自動設計システムのうち変形・応力を計算するソフトウェア群の開発,科学技
術やWebに関わるITシステム構築の提案を行う営業業務、既存業務以外の分野における新規事業の開
拓・事業化、および関係部署のマネージャーとしての年度計画の立案・数値の管理・統制等の業務
。/さまざまな定例業務や企画提案等における活動結果を振り返ることは、その結果の成否にかかわ
らず、それらの合理的な改善に繋がるとても重要な活動です。授業では、こうした企業での実務経
験に基づいた助言を行います。/

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

【ガイダンス】 （対面実施，担当：永谷[遠隔講義]）
・経験学習実践論の復習
・この授業に臨むにあたって

10月1日(水) 3校時

【リフレクションを科学する５つの視点】 （対面実施，担当：永谷[遠隔講義]）
・状況把握力、論理的思考力、目的思考力、感情知能力、行動実践力とは

10月8日(水) 3校時

【内省文を状況把握力で分析する】 （対面実施，担当：永谷[遠隔講義]）
・「詳細な事実」を状況把握力の視点で分析して考察する

10月22日(水) 3校時



【内省文を論理的思考力、目的思考力で分析する】 （対面実施，担当：永谷[遠隔講義]）
・「原因の分析」を論理的思考力、目的思考力の視点で分析して考察する

10月22日(水) 4校時

【内省文を感情知能力で分析する】 （対面実施，担当：永谷）
・「本音の感情」を感情知能力の視点で分析して考察する

11月5日(水) 3校時

【内省文を行動実践力で分析する】 （対面実施，担当：永谷）
・「次なる行動」を行動実践力の視点で分析して考察する

11月5日(水) 4校時

【分析レポートを評価する】 （対面実施，担当：永谷）
・分析レポートに対して評価とフィードバックを行う

11月26日(水) 3校時

【全体の振り返り】 （対面実施，担当：永谷）
・全体を通じて学んだこと（ワールドカフェ）
・明日からの自分へのエールを（レポート記述）

11月26日(水) 4校時



学期／Semester
2025年度／Academic Year　4クォ
ーター／Fourth Quarter

曜日・校時／Day・Period水／Wed 3, 水／Wed 4

2025/11/27～2026/03/31開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

選択／elective 1.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0596005120250596005101

科目ナンバリングコード／Numbering code

授業科目名／Course title
●行動分析学実践(社会連携・キャリア教育関連科目)　※1単位科目／Practice to Analysis of
Behavior

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

丹羽　量久／NIWA Kazuhisa, 永谷　研一／Nagaya　Kenichi, 鈴木　斉／SUZUKI Hitoshi

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

丹羽　量久／NIWA Kazuhisa

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

丹羽　量久／NIWA Kazuhisa, 永谷　研一／Nagaya　Kenichi, 鈴木　斉／SUZUKI Hitoshi

社会連携・キャリア教育関連科目, 総合科学科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 講義／Lecture対象年次／Intended year

教養教育A棟11／RoomA-11教室／Class room

全学生対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

k-niwa▲nagasaki-u.ac.jp（メールを送信する際は▲を@に変更して送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

ICT基盤センター 2階担当教員研究室/Office

095-819-2084担当教員TEL/Tel

水曜日10:40～12:00（事前に電子メールで教員と時間調整を行うこと）担当教員オフィスアワー/Office hours

【授業の概要】
2Q開講の選択科目「経験学習実践論」では、自分でできたことノートを実践して、できたことを見
つける技術、感情を観察する技術、内省により、新たな行動を見出す技術、自分軸を通じてありた
い姿を見つける技術を学んだ。
コルブ（D.A Kolb）の経験学習理論のサイクルを自分で回せるようになった状態である。
本科目では、これらの技術を人に教える立場として、他者のできたことノートの実践を支援・助言
するファシリテーション等の指導技術を習得することを目指す。
【授業の実施方法】
以下の（1）を原則とするが、状況により（2）もしくは（3）とする場合もある。実施方法に変更が
ある場合は別途指示する。
　(1) 対面授業（教室で直接対面しての授業）
　(2) リアルタイムのオンライン授業（Webの会議システムを使用した遠隔での授業）
　(3) オンデマンド授業（用意された動画や(1)(2)の記録を視聴する授業）
【授業の位置づけ】
本科目は教養教育における選択科目「社会連携・キャリア教育関連科目」です。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

以下の５つの技術を座学と演習によって身につけることができます。
・自己肯定感を高める手法として、できたことを見つける技術を活用し、教えられるようになる
・自分の感情を見つめる手法として、感情コントロール技術を活用し、教えられるようになる
・経験から学び行動分析する思考法として、論理的思考法と批判的思考法を活用し、教えられるよ
うになる
・内省から見出した行動計画の実践法として、行動変容技術を活用し、教えられるようになる
・自分の軸を見出す技術として、ありたい姿抽出技術を活用し、教えられるようになる

授業到達目標/Course goals

□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解／Understanding
Diversity　■主体性／Autonomy　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability
to exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking



レポート課題：15点×5回，授業中課題：5点×5回の合計100点とし，60点以上を合格とする。
ただし，レポート課題については記述内容の質によって採点する。
また，最終レポートを提出しない場合，他課題の得点に関係なく，不合格となることがあるので注
意すること。
原則として全回出席を前提とする。やむを得ず正当な理由で欠席する場合は担当教員に事前連絡す
ること。

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson

【毎日】一日を振り返って、自分ができたことを教科書に書き出す。(1.5H)
【毎週】１週間分のできたことの中から一つ選んでベストとし、[When, Where, Who, What, How]を
意識して具体化する。そして、[Why]を意識して、それで十分かを振り返り、工夫を考える。(1.3H)
【５週ごと】５週分のベストを振り返って、それらの共通点を見つける。そして、自分が大切にし
ていることは何か考える。(1.5H)

事前、事後学修の内容/Preparation & Review

行動科学、認知科学、情動コントロール、メタ認知、行動変容キーワード/Keywords

【教科書】できたことノートforSchool，ファシリテーションガイド
【参考書】永谷研一『月イチ10分できたことを振り返りなさい』，ダイヤモンド社，2018年
．ISBN：9784478105221

教科書・教材・参考書/Materials

教科書に各自の考えを書き込んでいくため、必ず購入して、初回授業からノートPCとともに持参す
ること。

受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では、全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため、修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては、担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2974
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

【参考情報】
「できたことノート&できたこと手帳」の参考サイト：https://dekitakoto.jp/

備考/Remarks

本科目を履修するにあたっては、授業内容が選択科目「経験学習実践論」で習得した「できたこと
ノートのメソッド」をベースとしているため，その単位を修得していることが望ましい。なお，初
回授業にてこのメソッドの概要を講義するので，特に単位未修得者は自身で実践の上，授業に臨ん
でください。
今後の学生生活はもちろん、社会に出た後も必ず活用する技術ですので、ぜひ積極的に受講して下
さい。

学生へのメッセージ/Message for students

Y
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

永谷研一/教育関係のICTシステムの開発・運営。行動変容システムの特許出願と取得。企業での人
材育成のための教材開発と研修の実践。教員向けの研修実施/大手企業での人材育成と研修後の行動
定着システムの提供により、多くの行動変容データの分析をする中で、目標達成やありたい姿を実
現するために必要な技術としてPDCFAサイクルというメソッドを開発しました。それは、目標設定、
行動計画、内省、フィードバック、行動改善の５つの技術による、ありたい姿の実現のサイクルで
す。また内発的な動機づけを誘発するために「できたこと」からアプローチする自己肯定感向上と
行動変容メソッドも開発し、企業の人材育成や学校の教員や生徒へのキャリア教育で実践していま
す。授業では、こうした実践内容を反映させた指導、および実務経験に基づいた助言を行います。/
丹羽 量久/社会基盤構造物の設計・製作に関する線形/非線形構造解析のコンサルテーションおよび
技術営業業務,橋梁の自動設計システムのうち変形・応力を計算するソフトウェア群の開発,科学技
術やWebに関わるITシステム構築の提案を行う営業業務、既存業務以外の分野における新規事業の開
拓・事業化、および関係部署のマネージャーとしての年度計画の立案・数値の管理・統制等の業務
。/さまざまな定例業務や企画提案等における活動結果を振り返ることは、その結果の成否にかかわ
らず、それらの合理的な改善に繋がるとても重要な活動です。授業では、こうした企業での実務経
験に基づいた助言を行います。/

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

【ガイダンス & Day1体験】 （対面実施，担当：永谷[遠隔講義]）
　・経験学習実践論および「できたことノート」を理解する
　・教材「できたことノート for School」の流れを理解する
　・Day1「感情を見つめる。できたことを見つける。」を受講する

12月10日(水) 3校時



【Day2、Day3体験】 （対面実施，担当：永谷[遠隔講義]）
　・Day2「内省しよう。行動変容しよう。」を受講する
　・Day3「ありたい姿を見出す。」を受講する

12月17日(水) 3校時

【ファシリテーションの技術①】 （対面実施，担当：永谷）
　・「安全な場づくり」について学ぶ
　・「傾聴」について学ぶ

1月7日(水) 3校時

【Day1「感情を見つめる。できたことを見つける。」のファシリテーション】 （対面実施，担当：
永谷）
　・以下を理解した上で，ファシリテーションを実践する
　　― 感情に着目させる方法，数字に着目させる方法，
　　　　相手に着目させる方法
　・グループ内で相互評価を行う

1月7日(水) 4校時

【ファシリテーションの技術②】 （対面実施，担当：永谷）
　・「問いかけ」について学ぶ
　・「リフレーミング」について学ぶ
　・「内発的な動機づけ」について学ぶ

1月21日(水) 3校時

【Day2「内省しよう。行動変容しよう。」のファシリテーション】 （対面実施，担当：永谷）
　・以下を理解した上で，ファシリテーションを実践する
　　―「詳細な事実」「原因の分析」「本音の感情」「次なる行動」を
　　　　記述させる方法
　・グループ内で相互評価を行う

1月21日(水) 4校時

Day3「ありたい姿を見出す。」のファシリテーション】 （対面実施，担当：永谷）
　・以下を理解した上で，ファシリテーションを実践する
　　― 瞑想の手法，自動思考の理論，不安から行動が起きる理論，
　　　 目的思考を深めるための理論，自分軸でありたい姿を見出す方法
　・グループ内で相互評価を行う

1月28日(水) 3校時

【全体の振り返り】 （対面実施，担当：永谷）
　・全体を通じて学んだこと（ワールドカフェ）
　・明日からの自分へのエールを（レポート記述）

1月28日(水) 4校時



学期／Semester
2025年度／Academic Year　3クォ
ーター／Third Quarter

曜日・校時／Day・Period水／Wed 3, 水／Wed 4

2025/09/29～2025/11/26開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

選択／elective 2.0/2.0/2.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0596006920250596006901

科目ナンバリングコード／Numbering code

授業科目名／Course title
●情報通信とコンピュータネットワーク(社会連携・キャリア教育関連科目)／Telecommunications
and Computer Networks

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

柳生　大輔／Yagyu Daisuke

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

柳生　大輔／Yagyu Daisuke

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

柳生　大輔／Yagyu Daisuke

社会連携・キャリア教育関連科目, 総合科学科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 講義／Lecture対象年次／Intended year

教養教育C棟45／RoomC-45教室／Class room

全学部対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

d-yagyu▲nagasaki-u.ac.jp（▲を@に変更して送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

ICT基盤センター 2F担当教員研究室/Office

095-819-2220担当教員TEL/Tel

水曜日16:10-17:30／電子メールによる質問等は随時担当教員オフィスアワー/Office hours

コンピュータ・ネットワークの要素技術や規格・仕様・プロトコル等を知ることにより，コンピュ
ータシステムや構成要素がどのようなしくみで稼働しているか，どのような工夫がなされているか
，また，どのような性能や信頼性のもとに稼働しているかを理解する．また，「長崎」の通信の歴
史におけるかかわり，離島・へき地等を含むさまざまな環境における情報通信について学ぶ．

授業の概要及び位置づけ/Course overview

各回の内容に示す項目について理解し，他者に説明できるようになることを目標とする．
たとえば，本県のような離島・へき地を有する地域の通信環境に関する現況を説明でき，関わる政
策について，自分なりの考えで論ずることができる．
また，身近にあるデバイスについて，仕様や通信状況等を認識し，トラブルの現状把握と対処がで
きるようになる．
なお，本講義の直接の目標ではないが，ITパスポートや基本情報技術者試験のテクノロジ系科目の
問題が解けるようになることを目指す．

授業到達目標/Course goals

■汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　■多様性の理解／Understanding
Diversity　□主体性／Autonomy　□協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability
to exchange ideas　■国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

課題・レポート計50点，小テスト・定期試験計35点、講義中の積極的な取組状況計15点を基礎とし
て総合的に評価し，100点満点のうち60点以上を合格とする．
課された課題を期限までに提出しない場合，定期試験の得点に関係なく，不合格となることがある
ので注意すること．
原則として全回出席を前提とする．やむを得ず正当な理由で欠席する場合は事前に担当教員に連絡
し，指示を受けること．

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson

毎回の授業後，授業で学んだことをノートとしてまとめた上で，教員の指定することがら・キーワ
ードについて，一定の限られた文字数（令和6年度の例では300字から400字の範囲）で整理・説明し
提出する(3.5h)．また，授業で習った内容をもとに，教員が指定した項目や所有するデバイスに関
して，授業時間外に調べる課題を課す(0.5h)．

事前、事後学修の内容/Preparation & Review



情報通信，コンピュータネットワーク，コンピュータシステム，プロトコル，信頼性，長崎県キーワード/Keywords

授業資料等についてはLACSに掲載する．ただし穴あきテキストなので，各自でノートをとり，完成
したテキストとしてまとめることが必要です．参考となる図書，Webページ等は随時紹介します．

教科書・教材・参考書/Materials

全回出席が原則です．必携パソコンを全ての回で使用します．対面授業の際は毎回教室に持参する
こと．
※授業では各自の必携パソコンをそれぞれ利用します．準備・持参しない場合には現実的に授業に
参加できません．初回授業から必携パソコンを使用します．

受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では、全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため、修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては、担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006 （FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

本科目は原則対面授業で実施予定です．

担当教員からの通知は，LACSの「連絡事項」で行います．
https://lacs.nagasaki-u.ac.jp/

備考/Remarks

いつも何気なく利用しているさまざまなネットワーク・デバイスに関して，どのような技術が用い
られ，工夫がなされているかがわかります．これらの工夫については，決して複雑なものではなく
，単純なしくみでできているものが多くあります．これらは，そのシステムでのみ有効というもの
だけではありません．普段の生活の中でも応用できるものがあります．発想の転換のヒントになり
ます．

「正解」とはなんでしょうか．辞書に書いてあることは確かに正解例の一つかも知れません．世の
中は，多様な立場や，価値観・考えをもつ人がいます．利害関係が絡んでいることも少なくありま
せん．社会の中では，どこかで落とし所を見つけて解を出すことが必要になることもあります．本
科目では，受講者のみなさんの考えを出し合い共有するなどして，多くの考えに触れてもらいます
．

令和4年度以降に高校に入学された方は学習指導要領に科目「情報」が含まれています．受講者のみ
なさんが全て新学習指導要領で学習されている場合は，授業当初の（高校で学習した内容の）アン
ケートの結果によって，授業の内容や各回の授業の進度の調整や順序の変更等を行うことがありま
す．

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

【ガイダンス】（対面）
・通信とは
・情報の伝送
・有線通信と無線通信
－電波が与える影響，無線通信に関する規制・制限
－通信の歴史
－「長崎」の通信の歴史におけるかかわり
【通信の形態】を理解する
－一対一と一対多
－通信と放送
－全二重と半二重
－上りと下り

第1-2回



【電磁波の性質】を理解する（対面）
・電波の周波数とその特性
－電磁波と電波
－周波数と波長
－アンテナ
－周波数帯と特性，使われ方
－無線LANの種類と特性，使い分け
－デジタル化による電波の再利用
－携帯電話における新たな技術
－各自の所有端末が使用する周波数帯を調べる

第3-4回

【インタフェースとコネクタ】を理解する（対面）
・インタフェースとコネクタ
－インタフェースとは
－インタフェースを通じて送られるもの
－コネクタの役割
－医用コンセント，医用接地
－インタフェースやコネクタ，通信伝送路に求められること
・コンピュータや家電製品の外部インタフェース
－衛星4K・8K放送を視聴するために必要なもの
－各自の端末のインタフェースを理解する
・コンピュータのデータ転送用インタフェース
－シリアル伝送とパラレル伝送
－接続のトポロジ
－有線LANの規格と通信ケーブルの品質
－無線LANの規格

第5-6回

【通信回線の構造】を理解する（対面）
・回線の種類と交換方式
－回線交換
－長崎県の電話交換の歴史
－電話を「かける」とは
－専用回線と公衆回線
－パケット交換
－PSTNの終焉
・多重化
【ネットワークアーキテクチャ】を理解する
・プロトコルと階層
－プロトコルとは
－階層構造の意味
－OSI基本参照モデル
－Internet Protocol Suite
・コンピュータ通信の具体例を見る
－Webや電子メールのやりとりを例に

第7-8回

【ネットワーク（第1層～第2層）】を理解する（対面）
・網トポロジ
・アクセス制御方式
－衝突検知
・イーサネット
・MACアドレス
・MACアドレスをトレースすると
・ネットワークを構成する装置（第1層～第3層）
－コリジョンドメインとブロードキャストドメイン
【ルーティング（第3層）】を理解する
・インターネット
－Internet Protocol

第9-10回



【電話の公共性，離島・へき地における通信の現状】を理解する（対面）
・電話の公共性
－番号計画
－通話料金と単位料金区域
－ユニバーサルサービス
－離島特例，離島特例に見る長崎県の地域と交流関係
－離島・へき地における通話・通信環境
【ルーティング（第3層）】を理解する
・IPアドレス
－IPv4とその割り当て
－サブネッティング
・IPv4アドレスの枯渇とその対策
－IPv6
－グローバルアドレスとプライベートアドレス
－アドレス変換
・ルーティング
－ARP
－経路情報とルーティング
－電話のネットワークにおけるルーティング
・DHCP

第11-12回

【ネットワーク・通信の信頼性〔第4層〕】を理解する（対面）
・通信の信頼性
－コネクション型とコネクションレス型
－ポート番号
【誤り検出・誤り訂正】を理解する
・誤り検出・誤り訂正
－正しく伝える工夫
－誤りに対する耐性
－パリティチェック，CRC，チェックディジット
・暗号化と電子署名
【アプリケーション〔第5層～第7層〕】を理解する
・Domain Name System
－ホスト名とドメイン
－ナンバーポータビリティ
－名前解決に見るインターネットの信頼性
・アプリケーションのふるまい〔第4層～第7層〕を理解する
－Webアクセスや電子メールを例に
・ネットワークセキュリティ
－ファイアウォール，パケットフィルタ，アプリケーションゲートウェイ
－守られる範囲
－無線LANのセキュリティ

第13-14回

【コンピュータシステムの構成と信頼性】を理解する（対面）
・コンピューターシステムの処理形態
－集中処理と分散処理
－サーバ・クライアントモデル
－クラスタ
－クラウド
・コンピュータシステムの信頼性
－冗長化
－信頼性の評価指標
－故障曲線
－信頼性を高める工夫
－フォールトトレラント
・記憶の信頼性
－コンピュータの5大装置
－半導体メモリの種類
－補助記憶装置の種類
－USBメモリやディスクの記憶の信頼性
－データのバックアップ

第15回

【定期試験】（対面）第16回



学期／Semester
2025年度／Academic Year　1クォ
ーター／First Quarter

曜日・校時／Day・Period水／Wed 3, 水／Wed 4

2025/04/01～2025/06/08開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

選択／elective 2.0/2.0/2.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0596007320250596007301

科目ナンバリングコード／Numbering code

授業科目名／Course title
●アントレ実践入門(1)課題発見・システム思考入門(社会連携・キャリア教育関連科目
)／Practical Introduction to Entrepreneurship I:Problem　Discovery and Systems Thinking

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

清藤　貴博／Kiyohuji Takahiro, Gilang Andi Pradana／Gilang Andi Pradana, 津留崎　和義
／Turusaki Kazuyoshi

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

清藤　貴博／Kiyohuji Takahiro

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

清藤　貴博／Kiyohuji Takahiro, Gilang Andi Pradana／Gilang Andi Pradana, 津留崎　和義
／Turusaki Kazuyoshi

社会連携・キャリア教育関連科目, 自由選択科目, 総合科学科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 講義／Lecture対象年次／Intended year

教養教育A棟12／RoomA-12教室／Class room

全学生対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

t.kiyofuji▲nextcreation.design(メールを送信する際は▲を＠に置き換えて送信してください)担当教員Eメールアドレス/E-mail address

担当教員研究室/Office

090-1872-7679担当教員TEL/Tel

t.kiyofuji▲nextcreation.design(メールを送信する際は▲を＠に置き換えて送信してください)担当教員オフィスアワー/Office hours

本授業では、アントレプレナーシップ（起業家精神）の育成を目指し、身近な地域の課題解決をテ
ーマにビジネスプラン作成を体験します。具体的には、文教キャンパスから徒歩10分の住吉商店街
の活性化をテーマとし、現状を分析し、問題を発見、解決策を提案・実証や実践、その結果を振り
返ると言った一連の起業家活動を、チームで実践します。デザイン思考を用いた情報整理を行い、
グループ発表を通じて学びを深めながら、将来の起業家としてのスキルを養います。*商店街の方の
予定を調整しており、5/17のイベント実施日やその他ゲストの予定などで内容の変更有

授業の概要及び位置づけ/Course overview

・アントレプレナーシップとは何かを体感できるようになる
・起業家活動に必要なコミュニケーション、ファシリテーション、フィールドワーク、インタビュ
ー、情報分析、アイディア発想、プロジェクトマネジメントの知識を習得し、実践を通じて身につ
けることができる。
・集めた情報を整理し、デザイン思考という手法を活用して、効果的な解決策を選択できるように
なる。
・長崎市内の住吉商店街をフィールドとして、身近な地域の課題を発見し、ビジネスやSDGsの観点
など、多面的視点を織り込みながら解決策を考え、発表できるようになる。
・ 自分自身のキャリアにおいて 「アントレプレナーシ ップ」を身につける意義と重要性を学ぶこ
とができる。

授業到達目標/Course goals

□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解／Understanding
Diversity　■主体性／Autonomy　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability
to exchange ideas　■国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

□A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
■D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

授業への出席状況および授業への参加状況 (発言、質問等) 30点、 授業毎に実施するオンデマンド
教材の理解度確認小テスト30点、チームプレゼンテーション40点、合計100点として教員が総合的に
評価する (60点 以上を合格とする)。

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson



事前学習として授業で用いる概念・手法に関する動画資料やプリント教材等を予め配布するので目
を通して授業に臨むこと (2h)。
事後学習として、授業中に実践する内容について振り返りを行うこと (1h)。
なお、グループワークなどの時間を上記の代替とする

事前、事後学修の内容/Preparation & Review

アントレプレナー、アントレプレナーシップ、起業家精神、キャリア、自己理解、地域活性化、事
業機会、 ベ ンチャー、スタートアップ、ソーシャルビジネス、SDGs、プラネタリーヘルス、地域
創生、アイデア創出、組織、チーム

キーワード/Keywords

授業内で紹介する最新記事や論文、動画資料、PDF資料などをオンラインで共有します。教科書・教材・参考書/Materials

FFGアントレプレナーシップセンター教育プログラムのうち、教育教養科目 「アントレ実践入門(2)
ア イデア創出・デザイン思考入門」(2Q), 「アントレ実践入門 (3) 事業創造・スタートアップ入
門」(夏季集中 科目)を本授業とあわせて受講することにより、さらに効果的な学習を進めることが
できます。
6月1日(土)に住吉商店街で、各チームにおける活動の実証イベントを実施するので、これに参加で
きるこ とを受講条件とします。

受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では、全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため、修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては、担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006 （FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

授業は対面形式とオンライン形式（オンデマンド）のハイブリッド型で実施します。最初の回に授
業計画を説明しますが、状況によって変更する場合もあります。その場合はLACSで連絡します。

備考/Remarks

アントレプレナーシップ（起業家精神）と聞くと、ベンチャー企業やスタートアップ、一攫千金と
いった言葉を思い浮かべるかもしれません。しかし、日本の企業の約99.7%は中小企業（スモールビ
ジネス）であり、それぞれが課題を解決し、価値を提供することでビジネスを営み、アントレプレ
ナーシップが存在します。
本授業では、理論の学習にとどまらず、商店街での販売イベントなどの実践を通じて、アントレプ
レナーシップの視点を体験します。また、企画立案やプレゼンテーションにも挑戦し、ビジネスの
現場で求められるスキルを養います。

学生へのメッセージ/Message for students

Y
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

ギラン・アンディ・プラダナ／株式会社ネクストクリエイション 副社長　英国ロンドン大学（博士
、Computer Science）にて、人間中心デザインと情報科学の交差領域で研究。慶応義塾大学（修士
、Media Design、東京・NY・ロンドンの3拠点でのプログラムに参加）立命館アジア太平洋大学
（APU）の講師。北九州市立大学で博士を時折、指導。
清藤貴博／父・母・姉、2名の叔母など、家族全員が起業一家に生まれる。立命館大学・経営学部を
卒業後、富士通株式会社に勤務、九州大学ビジネススクールを卒業。創業117年目の高石餅店 5代目
店主、同社も含め、複数の会社の経営者。
ギラン・清藤は同じ立命館大学の学部生にて、学生団体を立ち上げ、日本国内の複数のビジネスプ
ランコンテストで入賞し、台湾で行われたビジネスプランコンテストで世界一にとなる。累計約500
万円の活動資金を得て起業。※清藤は九州大学にて引率者として、台湾のコンテストでチームを優
勝される。一旦、社会経験を得て、再び、ネクストクリエイションを創業。

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

オリエンテーション、アントレプレナーシップとは　
（対面）：担当　清藤貴博・ギランアンディプラダナ

1回（4/9）

商店街について事前情報を共有し、チームビルディング
（対面）：担当　清藤貴博・ギランアンディプラダナ

2回（4/9）

インタビューの仕方を学ぶ
（対面）：担当　清藤貴博・ゲスト

3回（4/16）

商店街の方に向けて、インタビュー実践
（対面）：担当　清藤貴博・ゲスト

4回（4/16）

課題を再定義、アイデア出しの準備
（対面）：担当　清藤貴博・ギランアンディプラダナ

5回（4/23）

アイデア創出ワークショップ、仮の企画プランを決める
（対面）：担当　清藤貴博・ギランアンディプラダナ

6回（4/23）

フィールドワーク
（対面）：担当　清藤貴博・ゲスト

7回（5/7）

フィールドワーク
（対面）：担当　清藤貴博・ゲスト

8回（5/7)



商店街でのフィールドワークをもとに、アイデアをブラッシュアップ
（リモート）：担当　清藤貴博・ギランアンディプラダナ

9回（5/14）

アイデアを再評価、実行計画を立案
（リモート）：担当　清藤貴博・ギランアンディプラダナ

10回（5/14）

商店街でイベント実施 *日程変更の可能性あり
（対面：商店街）：担当　清藤貴博・ゲスト

11回（5/17）

商店街でイベント実施*日程変更の可能性あり
（対面：商店街）：担当　清藤貴博・ゲスト

12回（5/17）

実施イベントの成果の分析、アイデアの改善
（対面）：担当　清藤貴博・ゲスト

13回（5/21）

商店街の方への共有や提案
（対面）：担当　清藤貴博・ゲスト

14回（5/21）

最終発表と振り返り（成果共有と次への展望）
（リモート）：担当　清藤貴博・ゲスト

15回（5/28）



学期／Semester
2025年度／Academic Year　2クォ
ーター／Second Quarter

曜日・校時／Day・Period水／Wed 3, 水／Wed 4

2025/06/09～2025/09/28開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

選択／elective 2.0/2.0/2.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0596007520250596007501

科目ナンバリングコード／Numbering code

授業科目名／Course title
●アントレ実践入門(2)アイデア創出・デザイン思考入門(社会連携・キャリア教育関連科目
)／Practical Introduction to Entrepreneurship II:Idea Generation and Design Thinking

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

清藤　貴博／Kiyohuji Takahiro, Gilang Andi Pradana／Gilang Andi Pradana, 津留崎　和義
／Turusaki Kazuyoshi

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

清藤　貴博／Kiyohuji Takahiro

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

清藤　貴博／Kiyohuji Takahiro, Gilang Andi Pradana／Gilang Andi Pradana, 津留崎　和義
／Turusaki Kazuyoshi

社会連携・キャリア教育関連科目, 自由選択科目, 総合科学科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 講義／Lecture対象年次／Intended year

教養教育A棟12／RoomA-12教室／Class room

全学生対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

t.kiyofuji▲nextcreation.design(メールを送信する際は▲を＠に置き換えて送信してください)担当教員Eメールアドレス/E-mail address

なし担当教員研究室/Office

090-1872-7679担当教員TEL/Tel

t.kiyofuji▲nextcreation.design(メールを送信する際は▲を＠に置き換えて送信してください)担当教員オフィスアワー/Office hours

本授業では、自らの関心のある分野での起業をテーマに、起業に必要な事業計画の作成に必要な知
識を獲得し、実際に事業計画を作成します。
事業化や起業を希望した場合には、アントレ実践プログラムや学生ビジコンなどに参加し、事業化
の可能性を検証するためや資金獲得を目指します。 アントレ実践入門 1̃3を継続して受講すること
を推奨します。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

・何となくのアイデア、モヤモヤとした想いを言語化し、ビジネスプランといった形で見える化、
関係者に説明・説得できる。
・アイデアを創出する技術 (創造技法)として、問題発見、アイデア発想、アイデア発展に関する基
礎的手法を習得できる。
・顧客視点やユーザー視点で対話を重視した問題解決手法であるデザイン思考のプロセス (共感・
理解・定 義 アイデア創出プロトタイプ・テスト) について習得できる。
・アイデア創出手法や問題解決手法を習得することにより、自身や社会の問題・課題に対して新し
い選択枝や 解決手段を創り出せるようになる。
・自分の企画を他の人に明確に説明できるようになる。

授業到達目標/Course goals

□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解／Understanding
Diversity　■主体性／Autonomy　■協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability
to exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

□A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
□B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
■D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

授業への出席状況および授業への参加状況 (発言、質問等) 30点、 授業毎に実施するオンデマンド
教材の理解度確認小テスト30点、チームプレゼンテーション40点、合計100点として教員が総合的に
評価する (60点 以上を合格とする)。

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson

事前学習として授業で用いる概念・手法に関する動画資料やプリント教材等を予め配布するので目
を通して授業に臨むこと(2h)。
事後学習として，授業後に出された課題レポートを作成しLACS等を通じて提出すること（2h）。

事前、事後学修の内容/Preparation & Review



ビジネスプラン、ビジコン、事業計画、アントレプレナー、アントレプレナーシップ、起業家精神
、キャリア、自己理解、地域活性化、事業機会、 ベ ンチャー、スタートアップ、ソーシャルビジ
ネス、SDGs、プラネタリーヘルス、地域創生、アイデア創出、組織、チーム

キーワード/Keywords

授業内で紹介する最新記事や論文、動画資料、PDF資料などをオンラインで共有します。教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）は、アントレ実践入門(1)課題発見・システム思考入門(総合科学科目)を履修
していることが望ましい。（当該授業を履修している前提で授業を実施する。）
なお、FFGアントレプレナーシップセンター教育プログラムのうち、「アントレ実践入門(3)事業創
造・スタートアップ入門」（3Q)を本授業とあわせて受講することにより，さらに効果的な学習を進
めることができます。

受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では、全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため、修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては、担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006 （FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

授業は対面形式とオンライン形式（オンデマンド）のハイブリッド型で実施します。最初の回に授
業計画を説明しますが、状況によって変更する場合もあります。その場合はLACSで連絡します。

備考/Remarks

会社に出ると思い通りにならないことや会社にて理不尽な場面に直面することもあります。だから
こそ、いつでも辞めて、自分の道を選べる力、やりたいことを実現する力が必要です。本講義は、
アントレプレナーシップを醸成するだけでなく、自分のやりたいことをベースにいつでも起業でき
る力（＝ビジネスプランを作れる力）のトレーニングの場です。
※講義の終盤には長崎学生ビジネスプランコンテストに応募予定です。

学生へのメッセージ/Message for students

Y
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

ギラン・アンディ・プラダナ／株式会社ネクストクリエイション 副社長　英国ロンドン大学（博士
、Computer Science）にて、人間中心デザインと情報科学の交差領域で研究。慶応義塾大学（修士
、Media Design、東京・NY・ロンドンの3拠点でのプログラムに参加）立命館アジア太平洋大学
（APU）の講師。北九州市立大学で博士を時折、指導。
清藤貴博／父・母・姉、2名の叔母など、家族全員が起業一家に生まれる。立命館大学・経営学部を
卒業後、富士通株式会社に勤務、九州大学ビジネススクールを卒業。創業117年目の高石餅店 5代目
店主、同社も含め、複数の会社の経営者。
ギラン・清藤は同じ立命館大学の学部生にて、学生団体を立ち上げ、日本国内の複数のビジネスプ
ランコンテストで入賞し、台湾で行われたビジネスプランコンテストで世界一にとなる。累計約500
万円の活動資金を得て起業。※清藤は九州大学にて引率者として、台湾のコンテストでチームを優
勝される。一旦、社会経験を得て、再び、ネクストクリエイションを創業。

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

オリエンテーション
（対面）：担当　清藤貴博・ゲスト

1回（6/11）

自らが感心のあるビジネス領域（マイプロジェクト）を見つけ出す。チームビルディング
（対面）：担当　清藤貴博・ゲスト

2回（6/11）

関心領域の調査
（対面）：担当　清藤貴博・ゲスト

3回（6/18）

ターゲティング顧客の定義
（対面）：担当　清藤貴博・ゲスト

4回（6/18）

想定顧客へのインタビュー、アンケートの結果を分析する。
（対面）：担当　清藤貴博・ゲスト

5回（6/25）

インタビュー結果の分析と課題の再定義・新たな解決策の発想
（対面）：担当　清藤貴博・ゲスト

6回（6/25）

類似ビジネスの調査とアイデアの深掘り
（対面）：担当　清藤貴博・ギランアンディプラダナ

7回（7/2）

ビジネスモデルのデザイン
（対面）：担当　清藤貴博・ギランアンディプラダナ

8回（7/2）

ビジネスモデル（収益モデルの設計）
（対面）：担当　清藤貴博・ギランアンディプラダナ

9回（7/9）

事業計画を作る（開発・ローンチ計画）
（対面）：担当　清藤貴博・ギランアンディプラダナ

10回（7/9）

ピッチ資料の作り方（スライドデザイン＆ストーリーテリング）
（対面）：担当　清藤貴博・ゲスト

11回（7/16）

ピッチ練習とフィードバック
（対面）：担当　清藤貴博・ゲスト

12回（7/16）



ビジネスプランコンテスト（１）ピッチ本番
（対面）：担当　清藤貴博・ギランアンディプラダナ

13回（7/23）

ビジネスプランコンテスト（２）学びの共有
（対面）：担当　清藤貴博・ギランアンディプラダナ

14回（7/23）

活動の振り返り（学びの整理発展、次のステップへ）
（リモート）：担当　清藤貴博・ギランアンディプラダナ

15回（8/6）



学期／Semester
2025年度／Academic Year　前期
／First Semester

曜日・校時／Day・Period他／Others 0

2025/04/01～2025/09/28開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

選択／elective 1.0, 2.0/1.0/1.0, 2.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0596008120250596008101

科目ナンバリングコード／Numbering code

授業科目名／Course title
【Online】●九州・沖縄学（歴史・文化）(社会連携・キャリア教育関連科目)　※1単位科目
／Kyushu・Okinawa Studies(history ・ culture)

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

田邉　秀二／Tanabe Shuji

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

田邉　秀二／Tanabe Shuji

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

田邉　秀二／Tanabe Shuji

社会連携・キャリア教育関連科目, 総合科学科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 講義／Lecture対象年次／Intended year

オンライン教室／Class room

全学生対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

s-tanabe▲nagasaki-u.ac.jp(メールを送信する際は▲を＠に置き換えて送信してください)担当教員Eメールアドレス/E-mail address

教育学部　美術技術棟2階担当教員研究室/Office

担当教員TEL/Tel

相談のある学生は、事前にメールでアポイントを取って下さい。担当教員オフィスアワー/Office hours

自身が学生生活を営んでいる場がどのような背景を持つ土地であるのかを知るとともに、九州各県
についても「歴史・文化」の視点から知識を得ることで、地域に対する魅力を探る。また、地域や
世界の視点から「九州」について考えることで、「九州で九州を学ぶ」ことの意義を見出す。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

自身が興味を持った九州各県の「歴史・文化」の特徴や現状、課題について説明できる。
授業で取り上げた事物について、多角的に捉えて説明できる。
九州の魅力を様々な視点から考え、自己の考えを表現できる。

授業到達目標/Course goals

□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解／Understanding
Diversity　■主体性／Autonomy　□協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability
to exchange ideas　■国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

□A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
□B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
■F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

・小レポート25点×3回、最終レポート25点×1回
・最終レポートを提出すること。
上記条件を満たし、合計100点のうち60点以上で合格とする。

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson

事前にLACS等に資料を掲載するため、予め読んでおくこと。(2h)
各時間に提示された課題をLACSへ提出すること。(2h)

事前、事後学修の内容/Preparation & Review

九州キーワード/Keywords

教材は全てLACSで提供します。教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では、全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため、修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては、担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006 （FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)



この授業はオンデマンド教材を活用してオンライン形式で実施します。
授業に関する指示は、LACSを通してお知らします。

備考/Remarks

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

ガイダンス
集中講義で開講します。※詳細は７月までにLACSでお知らせします

第1回

トピックの中から、３つを選択して受講する。
※詳細は７月までにLACSでお知らせします。提供大学やトピックには変更が生じることがあります
。

①九州大学　　　九州帝国大学と戦前期九州の高等教育機関(1)
　　　　　　　　九州帝国大学と戦前期九州の高等教育機関(2)
②九州大学　　　九州の水稲農耕の始まりと古人骨1
　　　　　　　　九州の水稲農耕の始まりと古人骨2
③佐賀大学　　　幕末の佐賀と学問ー明治維新への道ー1
　　　　　　　　幕末の佐賀と学問ー明治維新への道ー2
④長崎大学　　　長崎のキリスト教
　　　　　　　　近世の長崎
⑤宮崎大学　　　牧水の短歌によむ故郷宮崎の自然
　　　　　　　　牧水短歌の普遍性
⑥宮崎大学　　　日向神話と神楽(1)
　　　　　　　　日向神話と神楽(2)
⑦鹿児島大学　　稲盛和夫氏の経営哲学(1)
　　　　　　　　稲盛和夫氏の経営哲学(2)
⑧熊本大学　　　九州の戦国動乱と戦場の村々
　　　　　　　　江戸時代の熊本地震と熊本城　
⑨熊本大学　　　教科書に出てくる熊本の荘園
　　　　　　　　現代に息づく荘園の祭り
⑩鹿屋体育大学　現代に生きる薩摩の伝統的運動文化（1）
　　　　　　　　現代に生きる薩摩の伝統的運動文化（2）

第２回～第７回

まとめ第８回



学期／Semester
2025年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period他／Others 0

2025/09/29～2026/03/31開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

選択／elective 1.0, 2.0/1.0/1.0, 2.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0596008320250596008301

科目ナンバリングコード／Numbering code

授業科目名／Course title
【Online】●九州・沖縄学（自然）(社会連携・キャリア教育関連科目)　※1単位科目／Kyushu・
Okinawa Studies(nature)

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

田邉　秀二／Tanabe Shuji

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

田邉　秀二／Tanabe Shuji

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

田邉　秀二／Tanabe Shuji

社会連携・キャリア教育関連科目, 総合科学科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 講義／Lecture対象年次／Intended year

オンライン教室／Class room

全学生対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

s-tanabe▲nagasaki-u.ac.jp(メールを送信する際は▲を＠に置き換えて送信してください)担当教員Eメールアドレス/E-mail address

教育学部　美術技術棟２階担当教員研究室/Office

担当教員TEL/Tel

相談のある学生は、事前にメールでアポイントを取って下さい。担当教員オフィスアワー/Office hours

自身が学生生活を営んでいる場がどのような背景を持つ土地であるのかを知るとともに、九州各県
についても「歴史・文化」の視点から知識を得ることで、地域に対する魅力を探る。また、地域や
世界の視点から「九州」について考えることで、「九州で九州を学ぶ」ことの意義を見出す。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

自身が興味を持った九州各県の「自然」の特徴や現状、課題について説明できる。
授業で取り上げた事物について、多角的に捉えて説明できる。
九州の魅力を様々な視点から考え、自己の考えを表現できる。

授業到達目標/Course goals

□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解／Understanding
Diversity　■主体性／Autonomy　□協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability
to exchange ideas　■国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

□A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
□B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
■F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

・小レポート25点×3回、最終レポート25点×1回
・最終レポートを提出すること。
上記条件を満たし、合計100点のうち60点以上で合格とする。

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson

事前にLACS等に資料を掲載するため、予め読んでおくこと。(2h)
各時間に提示された課題をLACSへ提出すること。(2h)

事前、事後学修の内容/Preparation & Review

九州
キーワード/Keywords

教材は全てLACSで提供します。教科書・教材・参考書/Materials

前期に「九州学」を受講した学生も履修可能です。受講要件（履修条件）/Prerequisites



長崎大学では、全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため、修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては、担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006 （FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

この授業はオンデマンド教材を活用してオンライン形式で実施します。
授業に関する指示は、LACSを通してお知らします。

備考/Remarks

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

ガイダンス
集中講義（オンデマンド）で開講します。
※詳細は７月までにLACSでお知らせします。提供大学やトピックには変更が生じることがあります
。

第１回

トピックの中から、３つを選択して受講する。

①九州大学　　　九州におけるシンクロトロン光利用研究（1）
　　　　　　　　九州におけるシンクロトロン光利用研究（2）
②佐賀大学　　　有明海の環境（1）
　　　　　　　　有明海の環境（2）
③大分大学　　　温泉学－大分の温泉－（1）
　　　　　　　　温泉学－大分の温泉－（2）
④宮崎大学　　　南九州における魚・家畜の生産（1）南九州のぶり類養殖とその環境
　　　　　　　　南九州における魚・家畜の生産（2）粗飼料の自給と草地畜産
⑤鹿児島大学　　「九州の森林の生態系」回復と保全（1）～（5）
⑥熊本大学　　　食の文化観光と伝統野菜の探訪
　　　　　　　　熊本の自然（植物編）と肥後の文化交流
⑦熊本大学　　　肥後の温泉科学（1）肥後は温泉天国
　　　　　　　　肥後の温泉科学（2）体調に合わせた泉質選び
⑧福岡教育大学　福岡県宗像・遠賀地域の絶滅危惧植物

第２回～第７回

まとめ第８回



学期／Semester
2025年度／Academic Year　2クォ
ーター／Second Quarter

曜日・校時／Day・Period水／Wed 5, 水／Wed 6

2025/06/09～2025/09/28開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

選択／elective 2.0/2.0/2.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0596008720250596008701

科目ナンバリングコード／Numbering code

授業科目名／Course title ●コミュニケーション概論(社会連携・キャリア教育関連科目)／Introduction to Communication

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

矢野　香／Yano Kaori

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

矢野　香／Yano Kaori

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

矢野　香／Yano Kaori

社会連携・キャリア教育関連科目, 総合科学科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 講義／Lecture対象年次／Intended year

教養教育C棟16／RoomC-16教室／Class room

全学生対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

kyano▲nagasaki-u.ac.jp（メールを送信する際は▲を@に変更して送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

キャリアセンター担当教員研究室/Office

095-819-2101担当教員TEL/Tel

事前にメールか電話でアポイントを取ってください。
kyano▲nagasaki-u.ac.jp（メールを送信する際は▲を@に変更して送信してください）

担当教員オフィスアワー/Office hours

相手とうまくコミュニケーションをとったり、望んだ人間関係を築いたりするためには「コミュニ
ケーション力」が必要です。
この「コミュニケーション力」は、「生まれつきの性格」や「センス」ではありません。訓練で鍛
えることができるソーシャルスキルです。
本講義では、心理学の見地から「コミュニケーション論」について学びながら、日常生活での「話
す」「聞く」「書く」「交渉する」といったコミュニケーション力、そのために必要な「考える力
」と「自己表現力」をスキルトレーニングやワークショップ形式で実践的に身に着けることを目指
します。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

（１）他者とのコミュニケーション場面において、目的に応じた自分のコミュニケーションスキル
について計画を立てることができるようになる。
（２）自分の意見や考えをまとめ、わかりやすく論理的に伝えることができるようになる。
（３）他者を理解し、相手も自分も尊重したコミュニケーションがとれるようになる。
（４）学んだコミュニケーションスキルを日常生活で実践することができるようになる。

授業到達目標/Course goals

□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解／Understanding
Diversity　■主体性／Autonomy　■協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability
to exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
■D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

毎回の課題(５点×７回)+プレゼンテーション課題(20点)+ワーク・リポート課題(40点)＋授業貢献
度(５点)=合計100点のうち60点以上を合格とする。
なお、授業に出席した時数が3分の2に達しない場合は、失格とする。

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson

予習(2ｈ)…課題として資料やスライドを作成し、ＬＡＣＳから提出。
復習(2ｈ)…講義内容を受けて課題としてリポートやワークシートなど作成し、ＬＡＣＳから提出。

事前、事後学修の内容/Preparation & Review

コミュニケーションスキル、自己表現スキル、スピーチ・プレゼンテーション、キャリアキーワード/Keywords

必要に応じて資料や動画、参考文献などをＬＡＣＳに掲載。教科書・教材・参考書/Materials



講義中のワークに主体的に取り組む態度が身についていること。
自分の考えをまとめ、表現しよういう意欲があること。

受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では、全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため、修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては、担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006 （FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

対面とオンラインの両方で実施します。
備考/Remarks

企業が新卒採用選考で重視するポイントは、「コミュニケーション能力」が16年連続で第１位(経団
連調査2018)。しかし、ここでいう「コミュニケーション能力」は「人前で話すことが得意」「誰と
でも仲良くできる」等のことではありません。
学生時代に通用する「コミュ力」と、社会に出てから必要とされる「コミュ力」は別ものなのです
。
社会に出てからも通用する本物の「コミュ力」を学生のうちから一早く身につけることで、大学生
活をより充実させ、自身の望むキャリアを切り拓いていきましょう!

学生へのメッセージ/Message for students

Y
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

矢野 香／日本放送協会(NHK)アナウンスにてニュース・報道番組のキャスター歴17年。
政治家・経営者などにコミュニケーションスキルの指導を行うための講演・研修実績多数。
著書に、コミュニケーションスキルなどについて記した『最初の15秒でスッと打ち解ける 大人の話
し方』(日経BP)『大人の伝え方ノート　一言で「人間関係」はガラッと変わる』(SBクリエイティブ
)などベストセラー多数。
この実務経験を生かして、実習を取り入れた実践的なコミュニケーションスキルトレーニングを行
う。

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents 授業手法／

第1回
6月11日（水）対面
オリエンテーション B

第2回
6月11日（水）対面
コミュニケーションとは？

A
B

第3回
6月18日（水）対面
話す力

A
B
C
D

第4回
6月18日（水）対面
聴く力

A
B
C

第5回

6月25日（水）対面
しぐさのコミュニケーション
～表情・視線・ジェスチャー

A
B
C

第6回
6月25日（水）対面
リーダーズコミュニケーション
～説得・交渉

A
B
C
D

第7回
7月2日（水）オンライン
伝わるコミュニケーションのコツ①

A
B
C
D

第8回
7月2日（水）オンライン
伝わるコミュニケーションのコツ②

A
B
C
D

第9回
7月9日（水）対面
「自分」を伝える自己表現①

A
B
C



第10回
7月9日（水）対面
「自分」を伝える自己表現②

A
B
C

第11回
7月16日（水）オンライン
オンラインでのコミュニケーション①

A
B
C

第12回
7月16日（水）オンライン
オンラインでのコミュニケーション②

A
B
C

第13回
7月23日（水）対面
ＶＵＣＡ時代のコミュニケーション力

B
C

第14回
7月23日（水）対面
社会に出る前に身に着けておくべきコミュニケーション力

B
C

第15回
8月6日（水）対面
まとめ

A
B



学期／Semester
2025年度／Academic Year　前期
／First Semester

曜日・校時／Day・Period他／Others 0

2025/04/01～2025/09/28開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

選択／elective 2.0/2.0/2.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0596008920250596008901

科目ナンバリングコード／Numbering code

授業科目名／Course title ●プレゼンテーション基礎(社会連携・キャリア教育関連科目)／Presentation Basics

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

矢野　香／Yano Kaori

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

矢野　香／Yano Kaori

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

矢野　香／Yano Kaori

社会連携・キャリア教育関連科目, 自由選択科目, 総合科学科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 講義／Lecture対象年次／Intended year

教養教育A棟11／RoomA-11教室／Class room

全学生対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

kyano▲nagasaki-u.ac.jp（メールを送信する際は▲を@に変更して送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

キャリアセンター担当教員研究室/Office

095-819-2101
担当教員TEL/Tel

事前にメールか電話でアポイントを取ってください。
kyano▲nagasaki-u.ac.jp（メールを送信する際は▲を@に変更して送信してください）

担当教員オフィスアワー/Office hours

プレゼンテーションについて講義と演習を行い、効果的なプレゼンテーションを行うための基本的
知識を身につける。
スキルトレーニングを行いながら講義内で一つのプレゼンテーションを作り上げることで、実践的
なプレゼンテーション技術の修得を目的とする。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

1．プレゼンテーションの基礎的な知識について説明できるようになる。
2．目的に応じた効果的なプレゼンテーションを行うための案を立てることができるようになる。
3．聴き手を意識したわかりやすい説得力のあるプレゼンテーションができるようになる。
4．他者のプレゼンテーションを評価することができるようになる。

授業到達目標/Course goals

□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解／Understanding
Diversity　■主体性／Autonomy　■協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability
to exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
■D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

リポート課題(40点)+プレゼンテーション課題(40点)+ワーク課題(15点)＋授業への取り組み(5点)=
合計100点のうち60点以上を合格とする。
なお、授業に出席した時数が3分の2に達しない場合は、失格とする。

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson

予習(2ｈ)…パワーポイントで資料や原稿等を作成し、ＬＡＣＳから提出。
復習(2ｈ)…講義内容を受けて課題としてリポートやプレゼンテーション等作成し、ＬＡＣＳから提
出。

事前、事後学修の内容/Preparation & Review

自己表現、スピーチ、プレゼンテーション、キャリア、アカデミックスキルキーワード/Keywords

必要に応じて資料配布、参考文献や参考動画をＬＡＣＳで提示する。教科書・教材・参考書/Materials



土曜・日曜開講の集中講義です。日程確認のうえ受講してください。
　6月14日(土)�10時から17時20分　
　6月15日(日)�10時から17時20分　
　6月22日(日)�10時から17時20分　
　7月6日(日)　13時から17時20分　

受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では、全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため、修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては、担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006 （FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

対面講義に、一部、オンライン・オンデマンド講義を組み合わせて開講。
講義の集大成としてのプレゼンテーション大会には、プレゼンターとしての登壇、または審査員と
しての参加のどちらかを選ぶことが可能。

備考/Remarks

プレゼンテーションは、ただ「場数」を踏んだだけでは上手くなりません。
学術的な知識を知った上で行う正しい方法によるトレーニングが必要です。
学生時代はもちろん、社会に出てからも必須であるプレゼンテーションスキルを身につけましょう
。
「プレゼンは得意」「人前に出ることが好き」という方はもちろん、「プレゼンなんてしたことな
い」「緊張して頭が真っ白になる」と苦手意識を持っている方も大歓迎です。

学生へのメッセージ/Message for students

Y
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

矢野 香／日本放送協会(NHK)アナウンスにてニュース・報道番組のキャスター歴17年。スピーチコ
ンサルタントとして政治家・経営者などにスピーチやプレゼンテーション指導を行う。講演・研修
実績多数。
著書にプレゼンスキルなどについて記した『その話し方では軽すぎます！―エグゼクティブが鍛え
ている「人前で話す技法」』（すばる舎）『最強リーダーの話す力』(ディスカヴァー・トゥエンテ
ィワン)などベストセラー多数。
この実務経験を生かして、集中講義型で、プレゼンテーションの実習を取り入れた実践的なスキル
トレーニングを行う。

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

オリエンテーション　対面第1回　6月14日(土)

プレゼンテーションとは？　対面
プレゼンテーションの歴史、スピーチとプレゼンテーションの違い

第2回　6月14日(土)

言語・非言語概論　対面第3回　6月14日(土)

プレゼンテーション実践①　対面第4回　6月14日(土)

言語スキルトレーニング　
～話の組み立て方・言葉遣い　対面

第5回　6月15日(日)

論理的に話す技法　対面
第6回　6月15日(日)

伝わるプレゼンテーションのコツ　対面第7回　6月15日(日)

プレゼンテーション実践②　対面第8回　6月15日(日)

非言語スキルトレーニング
～表情・ジェスチャートレーニング、ボイストレーニング
対面

第9回　6月22日(日)

上手いプレゼンテーションとは？　対面第10回　6月22日(日)

プレゼンテーション評価の基準　対面第11回　6月22日(日)

プレゼンテーション実践③　対面第12回　6月22日(日)

プレゼンテーション大会　　プレゼンターまたは審査員参加
【注意】場所:中部講堂　対面

第13回　7月6日(日)

プレゼンテーション大会　　プレゼンターまたは審査員参加
【注意】場所:中部講堂　対面第14回　7月6日(日)

プレゼンテーション大会　　プレゼンターまたは審査員参加
【注意】場所:中部講堂　対面

第15回　7月6日(日)


